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注目情報

浸水 ・土砂災害
ハザードマップ等を作成

４月中に

　「浸水・土砂災害ハザー
ドマップ」と「防災マップ」
を全戸配布します。
　４月３０日㈭までにご
自宅に届かない場合は、ご
連絡ください。

※�市のホーム
ページ（右の
二次元コード
からアクセス可）からも
ダウンロードできます。

▷問合せ　�防災安全課・内線 1352まで。

します
全戸配布

７面：ごみに関するお知らせ　              8面：あなたもチャレンジ介護予防　            10・ 11面：情報マップ　                  12面：市民記者レポート
２·３面：令和２年度予算成立  ４面：東大和市子ども·子育て未来プラン策定 5面：平和文集原稿募集 ６面：会計年度任用職員募集

相談・受診
の 目 安

新型コロナウイルス感染症に関する問合せ

⃝風邪の症状や37.5℃以上の発熱が４日以上続いている場合
　※高齢者や妊婦の方·基礎疾患がある方は、２日以上
⃝強いだるさ（倦怠感）や息苦しさ（呼吸困難）がある場合

☎042-524-5171（多摩立川保健所内）（平日：午前9時～午後5時）

☎03-5320-4592（平日：午後5時～翌午前9時／土・日曜日、祝日：終日）

新型コロナ受診相談窓口

☎0570-550-571〔午前９時～午後９時(土・日曜日、祝日を含む)〕

ファクス03-5388-1396

東京都新型コロナコールセンター

４月８日現在

募集職種（各職種とも令和３年４月１日採用）

職種 応募資格 採用予定人数

一般事務 平成7年4月2日～平成11年4月1日に生まれた方

いずれも
若干名

土木技術
昭和56年4月2日～平成11年4月1日に生まれた
方で土木技術の専門課程を専攻し卒業した方
（令和3年3月末日までに卒業見込みの者を含む）

建築技術

昭和56年4月2日～平成11年4月1日に生まれた
方で建築の専門課程を専攻し卒業した方（令和
3年3月末日までに卒業見込みの者を含む）、ま
たは建築士法に定める1級建築士または2級建
築士の資格を持っている方

保健師
平成元年4月2日～平成11年4月1日に生まれた
方で保健師の免許を有する方（令和３年３月末
までに取得見込みの者を含む）

保育士（事務）
平成元年4月2日～平成11年4月1日に生まれた
方で保育士の免許を有する方（令和３年３月末
までに取得見込みの者を含む）

•�集合時間などの試験の詳細は「募集要項」をご覧ください。

•�「募集要項」と「応募書類」（当市規定の履歴書•受験票•
エントリーシート）は、職員課（市役所３階）で配布し
ているほか、市のホームページ（右の二次
元コードからアクセス可）からもダウンロ
ードできます。

▷問合せ　職員課•内線1334まで。

試験日程

応募
受付

一次
試験

5月15日㈮まで

6月14日㈰
※�新型コロナウイルス感染症感染防止対策により変更になる
場合があります。

　今般の新型コロナウイルスの影響で、内定を取り消さ
れた既卒者の方も受験可能です（基本は令和３年４月１
日採用ですが、年度途中で採用する場合があります）。

　土木技術・建築技術については、幅広い年代の方が受
験可能です。経験者の方も積極的にご応募ください。

土木・建築技術

内定を取り消された既卒者の方

東大和市職員採用試験の特徴

経験者大歓迎

受験可能

　面接・エントリーシートを重要視する「人物重視」の
採用を行うため、一般事務の筆記試験は教養（基礎的な
学力や思考力を問う問題）のみ出題します。

人物重視の採用試験

聴覚に障害のある方等、電話での相談が難しい方向けの相談窓口

簡易書留で応募書類を職員課へ郵送

東大和市の職員を募集します

　東大和市は今年で市制 50
周年です。これを記念し、
一年間毎月15日号（全10回）
の市報に連載記事を掲載し
ます。第１回は、「東大和市
の誕生」を取り上げます。

東大和市市制 50周年記念連載
詳細は９ページへ



　

東
京
２
０
２
０
大
会
の
新
た

な
開
催
日
程
と
市
内
で
実
施
予

定
で
あ
っ
た
事
業
の
取
扱
い
に

つ
い
て
、
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

▽
新
た
な
開
催
日
程

・
東
京
２
０
２
０
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
：
令
和
３
年
７
月
23
日
㈮
～

８
月
８
日
㈰

・
東
京
２
０
２
０
パ
ラ
リ
ン
ピ

ッ
ク
：
令
和
３
年
８
月
24
日
㈫

～
９
月
５
日
㈰

　

婚
姻
届
等
の
戸
籍
届
出
は
、

大
型
連
休
中
で
も
夜
間
休
日
受

付
に
提
出
が
可
能
で
す
。
可
能

で
あ
れ
ば
事
前
に
市
民
課
窓
口

（
市
役
所
１
階
）
に
お
越
し
い

　

10
月
１
日
を
基
準
日
に
全
国

一
斉
に
実
施
す
る
、
国
勢
調
査

の
調
査
員
を
募
集
し
ま
す
。

▽
応
募
要
件

・
20
歳
以
上
で
徒
歩
ま
た
は
自

転
車
で
の
調
査
活
動
が
で
き
る

健
康
な
方

・
調
査
内
容
の
秘
密
を
守
れ
る

方・
警
察
、
選
挙
に
直
接
関
係
の

な
い
方

・
暴
力
団
員
等
で
な
い
方　

等

▽
市
内
で
実
施
予
定
で
あ
っ
た

事
業
の
取
扱
い

・
東
京
２
０
２
０
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
聖
火
リ
レ
ー
及
び
東
京
２
０

２
０
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
聖
火
リ

レ
ー
の
延
期

・
東
京
都
聖
火
リ
レ
ー
サ
ポ
ー

タ
ー
（
区
市
町
村
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
）
の
募
集
の
中
止

※
そ
の
他
関
連
事
業
に
つ
い
て

は
、（
公
財
）東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
大

会
組
織
委
員
会
や
東
京
都
の
動

向
を
踏
ま
え
、
実
施
内
容
を
再

検
討
し
ま
す
。

▽
問
合
せ　

企
画
課
・
内
線
１

４
２
３
ま
で
。

た
だ
き
、
戸
籍
担
当
と
記
入
内

容
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
連
休
明
け
は
、
窓
口

が
大
変
混
み
合
う
こ
と
が
予
想

さ
れ
ま
す
。
十
分
に
時
間
に
余

裕
を
持
っ
て
お
越
し
い
た
だ
く

か
、
別
の
日
の
来
庁
を
ご
検
討

く
だ
さ
い
。

▽
問
合
せ　

市
民
課
・
内
線
１

０
１
１
ま
で
。

▽
報
酬　

１
調
査
区
：
３
万
７

０
０
０
円
前
後
、２
調
査
区
：７

万
円
前
後
（
調
査
世
帯
数
に
よ

り
異
な
り
ま
す
）

▽
募
集
人
数　

約
500
人

▽
任
命
期
間　

８
月
上
旬
～
11

月
上
旬
（
予
定
）

▽
申
込
み　

調
査
員
登
録
申
請

書
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
５

月
15
日
㈮
ま
で
に
、
総
務
管
財

課
（
市
役
所
３
階
）
へ
持
参

※
募
集
案
内
・
登
録
申
請
書
は

総
務
管
財
課
、
市
民
セ
ン
タ
ー
、

公
民
館
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

等
で
入
手
で
き
ま
す
。

▽
問
合
せ　

総
務
管
財
課
・
内

線
１
３
１
２
ま
で
。

大
型
連
休
中
の

戸
籍
届
出
を

予
定
し
て
い
る
方
へ

東
京
２
０
２
０
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・

パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
大
会

新
た
な
開
催
日
程
等

令
和
２
年
国
勢
調
査

調
査
員
募
集
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◆東大和市子ども・子育て憲章の周知啓発に係る経費　…����172 万円
◆谷里保育園分園の開園に伴う運営経費　………………����4,520万円
◆立野みどり保育園の定員拡大に伴う運営経費…………����5,241万円
◆明徳保育園の定員拡大に伴う運営経費…………………����4,191万円
◆医療的ケアを必要とする児童の支援に係る経費…………����147万円
◆保育士等の人材確保に係る経費…………………………����6,412万円
◆民間保育園施設整備補助金　………………………�������1 億 5,684 万円
◆学童保育所の運営委託に係る経費　…………………��2 億 231 万円
◆民間学童保育所の運営に係る経費………………………����2,885万円
◆市民の健康づくりの推進に係る経費　……………………����396万円
◆骨髄移植患者に対する定期予防接種の
　再接種費用の助成に係る経費　……………………………��������22 万円

◆市内道路の舗装補修計画の策定に係る
　路面性状調査委託料　……………………………………����1,170万円
◆市道第８号線
　ブロック積み擁壁点検調査委託料　………………………����630万円
◆コミュニティタクシーの試行運行に係る経費　…………���785 万円
◆都市計画道路３・４・１７号線
　の用地買収に係る経費………………………………………����112万円
◆消防団活動の充実に係る経費　…………………………���2,743 万円�
◆防災行政無線（固定系）の
　デジタル化への更新に係る経費……………………����1 億 1,572 万円
◆特設災害用公衆電話設置工事費……………………………����116万円
◆旧日立航空機株式会社変電所
　保存・改修工事費　……………………………………��1 億 998 万円

◆庁用自動車の電気自動車への更新に係る経費………�1,648 万円

◆公園施設の長寿命化に係る経費　……………………�����1,731 万円

◆特色ある公園の整備に係る経費
……………………………��710 万円

◆ＬＥＤ公園灯の維持管理に係る経費
……………………………265 万円

◆第六次地域福祉計画の策定に係る経費……………………����325万円
◆認知症の早期発見等の促進に係る経費　…………………����638万円
◆第２次障害者総合プランの策定に係る経費………………����418万円
◆地域生活支援拠点等の整備に係る経費　………………���1,628 万円
◆第２次健康増進計画及び
　自殺対策計画の策定に係る経費……………………………����578万円

◆小中学校体育館空調設備の設置に係る経費　……�������6 億 8,202 万円
◆中学校トイレ洋式化工事費　……………………………��������3,468 万円
◆部活動指導員の配置に係る経費　…………………………����632万円
◆スクールソーシャルワーカーの配置等に係る経費………����371万円
◆学習支援員の配置に係る経費……………………………��������1,063 万円
◆スクールサポートスタッフの配置に係る経費…………��������2,283 万円
◆学校運営協議会の設置に係る経費　………………………����151万円
◆狭山公民館外壁及び屋上防水等改修工事費　…………��������2,700 万円
◆中央図書館外壁等改修工事費　…………………………��������8,376 万円

◆市制 50周年記念事業に係る経費　……………………������1,328 万円

◆まち・ひと・しごと創生総合戦略の

　取組に係る経費……………847 万円

◆公共施設等の包括施設管理業務委託

　に係る経費…………��2 億 6,619 万円

◆市民部の窓口業務等委託に係る経費

………………………………………………………………5,490 万円

◆納税管理及び徴収補助等業務委託に係る経費…………�����7,178 万円

区　分
平成 31年度 令和２年度
年度末現在高（見込） 起債見込額 元金償還見込額 年度末現在高（見込）

一般会計 20,559,133 1,544,300 1,632,538 20,470,895
下水道事業会計 7,816,573 306,800 952,011 7,171,362
合　　計 28,375,706 1,851,100 2,584,549 27,642,257

市債（借入金）の状況 積立基金の状況（一般会計）

※�平成 31 年度末現在高（見込）は、3月 18 日（第 5号補正予算）現在に
おける額です。

※�平成 31 年度末現在高（見込）は、3月 18 日（第 5号補正予算）現在に
おける額です。

新
新

新

新

新

新

新

新

新

新

新

新

新

新

新

新

新

新

新

新

新

新

日本一子育てしやすいまち・シニアが活躍できるまちづくり 住みよい、活気のあるまちづくり

環境にやさしいまちづくり 福祉の行き渡ったまちづくり

地域力・教育力の向上 その他の事業

一般会計の主な事業

市債と積立基金の状況

区　分
平成 31年度 令和２年度
年度末現在高（見込） 積立金 とりくずし額 年度末現在高（見込）

財政調整基金 2,124,726 139 1,003,535 1,121,330
特定目的基金 3,060,181 7,522 50,000 3,017,703
合　　計 5,184,907 7,661 1,053,535 4,139,033

（単位：千円） （単位：千円）

市制50周年

さらなる未来へ

◀�

市
制
50
周
年
記
念
ロ
ゴ

マ
ー
ク

◀�
立
野
公
園
で
遊
ぶ

子
ど
も
た
ち
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子
育
て
に
関
す
る
一
部
の
事

務
手
続
き
が
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
か
ら
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
を
利
用
し
て
電
子
申
請
で
行

う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

▽
利
用
方
法　
「
マ
イ
ナ
ポ
ー

タ
ル
」
か
ら
「
サ
ー
ビ
ス
検
索

（
ぴ
っ
た
り
サ
ー
ビ
ス
）」を
選

び
、
地
域
検
索
で
東
大
和
市
を

検
索
後
、
事
務
手
続
に
つ
い
て
、

「
申
請
す
る
」
ボ
タ
ン
を
押
す

※
マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
と
は
、
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
を
用
い
た
様
々
な

サ
ー
ビ
ス
が
提
供
さ
れ
る
、
国

が
運
営
す
る
オ
ン
ラ
イ
ン
サ
ー

ビ
ス
で
す
。

※
利
用
に
は
、
利
用
者
証
明
用

電
子
証
明
書
が
搭
載
さ
れ
た
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
、
Ｉ
Ｃ
カ

ー
ド
リ
ー
ダ
ラ
イ
タ
、
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
に
接
続
さ
れ
た
パ
ソ

コ
ン
端
末
等
が
必
要
で
す
。

※
今
後
は
保
育
関
係
等
の
手
続

き
な
ど
で
利
用
で
き
る
電
子
申

請
を
増
や
す
予
定
で
す
。

◎
固
定
資
産
税
・
都
市
計
画
税

　

令
和
２
年
度
固
定
資
産
税
・

都
市
計
画
税
納
税
通
知
書
を
５

月
１
日
㈮
に
発
送
し
ま
す
。
固

定
資
産
税
・
都
市
計
画
税
は
、

毎
年
１
月
１
日
（
賦
課
期
日
）

に
土
地
・
家
屋
・
償
却
資
産
を

所
有
し
て
い
る
方
に
課
税
さ
れ

る
税
金
で
す
。

▽
問
合
せ　

・
各
事
務
手
続
き
：
健
康
課
（
市

立
保
健
セ
ン
タ
ー
）
☎
042
─
565

─
５
２
１
１
、子
育
て
支
援
課
・

内
線
１
７
６
１
ま
で
。

・
電
子
申
請
全
般
：
情
報
管
理

課
・
内
線
１
３
７
１
ま
で
。

▽
問
合
せ　

課
税
課
・
内
線
１

０
５
７
（
土
地
資
産
税
に
つ
い

て
）、
内
線
１
０
６
０
（
家
屋
・

償
却
資
産
税
に
つ
い
て
）
ま
で
。

◎
軽
自
動
車
税
（
種
別
割
）

　

バ
イ
ク
・
軽
自
動
車
等
を
４

月
１
日
（
賦
課
期
日
）
現
在
所

有
し
て
い
る
方
に
対
し
て
、
令

和
２
年
度
軽
自
動
車
税（
種
別

割
）
納
税
通
知
書
を
５
月
１
日

㈮
に
発
送
し
ま
す
。
納
付
期
限

は
６
月
１
日
㈪
で
す
。

▽
問
合
せ　

課
税
課
・
内
線
１

０
５
１
ま
で
。

ご
確
認
く
だ
さ
い

納
税
通
知
書

利
用
し
ま
せ
ん
か
？

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
で

電
子
申
請
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　令和２年度の一般会計と４つの特別会計を合わせた予算総額は、507

億 6,678 万円で、前年度に比べて 3.5％の増となりました。なお、下水

道事業会計は、令和２年度から公営企業会計に移行しました。

　一般会計予算では、待機児童対策として、南街地域における民間保育

園の施設整備や保育士等の人材確保に係る補助を実施するなど、安定的

な保育サービスを提供できる環境の整備を図ります。学校教育では、少

人数学習指導員やティームティーチャーを配置し、児童・生徒の学習支

援を継続して行うとともに、小・中学校全校の体育館に空調設備を設置し、

利用環境の整備を図ります。

　また、健幸都市の実現に向け、産官学民で連携した「快腸プロジェクト」

の取組を進めるほか、未成年の方に対する骨髄移植後の定期予防接種の

再接種費用の助成を実施し、保健・医療の充実を図ります。

　この他にも、市制 50 周年記念事業や公共施設等の適正管理を推進し

ます。

　詳細は、市政情報コーナー（市役所３階）、財政課（市役所４階）及び

市のホームページで閲覧できる『令和２年度東大和市予算概要』をご覧

ください。

▷問合せ　財政課・内線 1431 まで。

令和２年度

会�　　計　　�名 令和２年度 平成 31年度 増減率
一般会計 32,144,000 31,011,000 3.7
国民健康保険事業特別会計 8,627,880 8,769,184 △�1.6

土地区画整理事業特別会計 4,788 49,520 △�90.3
介護保険事業特別会計 7,837,356 7,151,100 9.6
後期高齢者医療特別会計 2,152,756 2,090,703 3.0

合　　　　　　計 50,766,780 49,071,507 3.5

会�　　計　　�名 収入予定額 支出予定額

下水道事業会計 2,412,409 2,916,242

収益的収支 1,747,050 1,776,872

資本的収支 665,359 1,139,370

　公共下水道施設の維持管理費や、必要な区域の公共下水道管
かんきょ

渠工事費、公
共下水道ストックマネジメント修繕・改築計画策定業務委託に係る経費等を
予算計上しました。

　清算金の事務として、消耗品費、郵便料等を予算計上しました。予算総額は、
前年度に比べ 4,473 万 2 千円、90.3％の減となっています。

市税

国庫支出金

都支出金

126 億 1,701 万

2 千円

62 億 9,791 万

8 千円

55億 9,793万

9千円

地方消費税交付金

地方交付税

繰    入    金
そ    の    他

市　　     債

18 億 7,197 万 6 千円18 億 7,197 万 6 千円

15 億 8,000 万円15 億 8,000 万円

15 億 4,430 万円15 億 4,430 万円

10 億 5,353 万 5 千円10 億 5,353 万 5 千円

15 億 8,132 万円 市民一人当たりの
市税負担額

147,912 円

39.3％

19.6％

17.4％

5.8％5.8％

4.9％4.9％

4.8％4.8％

3.3％3.3％

4.9％4.9％

民生費

高齢者、障害者、児童
などの福祉

176 億 2,093 万 6 千円

そ   の  他

消  防  費

土  木  費

衛  生  費

15 億 6,301 万 5千円15 億 6,301 万 5千円

12 億 8,511 万 1千円12 億 8,511 万 1千円

   5 億 2,735 万 8千円

総  務  費
33 億 3,128 万 8千円33 億 3,128 万 8千円

教  育  費

消防団活動・災害対策など消防団活動・災害対策など

道路・公園の整備など道路・公園の整備など

保健衛生・ごみ処理など保健衛生・ごみ処理など

庁舎管理・
防犯対策など

学校の環境整備、公民館、
図書館の運営
学校の環境整備、公民館、
図書館の運営

11.5％11.5％

10.4％10.4％

7.4％7.4％

4.9％4.9％

4.0％4.0％

1.6％1.6％

36 億 8,337 万 7千円36 億 8,337 万 7千円

23 億 9,013 万 4千円23 億 9,013 万 4千円

公  債  費 市債（借入金）の返済市債（借入金）の返済
5.4％5.4％ 17 億 4,278 万 1千円17 億 4,278 万 1千円

54.8％

予算が成立しました

　国民健康保険の加入者に係る療養給付費や出産育児一時金等の保険給付
費、東京都に納める国民健康保険事業費納付金等を予算計上しました。予算
総額は、前年度に比べ 1 億 4,130 万 4 千円、1.6％の減となっています。

　「東大和市高齢者福祉計画・第７期介護保険事業計画」の最終年度として、
居宅介護及び施設介護サービス給付費等を予算計上しました。予算総額は、
前年度に比べ 6 億 8,625 万 6 千円、9.6％の増となっています。

　75 歳以上の方の医療に係る後期高齢者医療制度について、東京都後期高齢者医
療広域連合に対する納付金や人間ドック等受診料助成費などを予算計上しました。
予算総額は、前年度に比べ 6,205 万 3 千円、3.0％の増となっています。

国民健康保険事業特別会計 86億 2,788 万円

土地区画整理事業特別会計 478 万 8 千円 下水道事業会計 （収入予定額）24億 1,240 万 9千円
（支出予定額）29億 1,624 万 2千円

後期高齢者医療特別会計 21 億 5,275 万 6 千円

介護保険事業特別会計 78億 3,735 万 6千円

特別会計及び公営企業会計予算の概要

予算の全体像

一般会計

（単位：千円•％）

（単位：千円）

歳入 321億4,400万円 歳出

市民一人当たりの
支出額（サービス）

376,830円

※市民一人当たりの市税負担額及び支出額（サービス）は、令和２年１月１日現在の人口（85,301 人）により算出

321億4,400万円

マイナンバーカードを利用して電子申請が行える事務手続
制度 事務手続 担当課 備考
母子
保健 妊娠の届出事務（事前アンケートを含む）健康課 母子健康手帳の交付は、市立保健センターで行います。電子申請後、窓口にお越しください。

児童
手当

児童手当等の受給資格及び児童手当の額についての認定請求

子育て
支援課

添付書類の提出や担当課窓口に来庁が必要な
場合があります。

児童手当等の現況届については、毎年６月に
手続をすることになります。

児童手当等の額の改定の請求及び届出
児童手当等の氏名変更／住所変更等の届出
児童手当等の受給事由消滅の届出
児童手当等の現況届

5月2日㈯マイナンバーカード窓口業務をお休みします システムメンテナンスのため、5月2日㈯は、マイナンバーカードの交付やマイナ
ンバーカードを使用する手続きができません／問合せ　市民課・内線1016まで
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東
大
和
市
青
少
年
問
題
協
議

会
は
、「
令
和
２
年
度
東
大
和
市

青
少
年
健
全
育
成
方
針
」
を
定

め
ま
し
た
。
市
で
は
、
今
後
こ

　

「
こ
ま
っ
た
と
き
の
救
急
ハ

ウ
ス
」
と
は
、
防
犯
上
の
非
常

事
態
が
発
生
し
た
時
に
、
小
・

中
学
生
の
保
護
を
地
域
の
皆
さ

ん
に
お
願
い
す
る
も
の
で
す
。

　

協
力
し
て
い
た
だ
け
る
方
に

は
、
子
ど
も
た
ち
の
目
印
と
な

る
ポ
ス
タ
ー
の
掲
示
を
お
願
い

し
て
い
ま
す
。

　

つ
な
わ
た
り
・
し
ゃ
ぼ
ん
玉
・

木
か
ら
吊
る
し
た
ブ
ラ
ン
コ
な

ど
で
あ
そ
ぼ
う
！

▽
対
象　

幼
児
か
ら
小
学
生
く

ら
い

▽
日
時　

開
催
月
の
第
四
土
曜

日
午
前
10
時
～
正
午
（
４
月
は

の
方
針
に
沿
っ
て
児
童
・
青
少

年
の
健
全
育
成
に
努
め
て
い
き

ま
す
。

▽
閲
覧
場
所　

青
少
年
課
（
市

役
所
３
階
）、
市
民
セ
ン
タ
ー
、

公
民
館
、
図
書
館
及
び
市
の
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ

▽
問
合
せ　

青
少
年
課
・
内
線

１
７
４
２
ま
で
。

　

地
域
の
子
ど
も
た
ち
に
と
っ

て
安
全
・
安
心
な
環
境
づ
く
り

を
進
め
て
い
く
に
は
、
家
庭
・

学
校
・
地
域
が
一
層
の
連
携
を

深
め
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
ご

理
解
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

▽
問
合
せ　

青
少
年
課
・
内
線

１
７
４
２
ま
で
。

開
催
し
ま
せ
ん
。
次
回
の
開
催

に
つ
い
て
は
別
途
お
知
ら
せ
し

ま
す
）

▽
場
所　

立
野
西
公
園
（
上
北

台
駅
東
側
）

▽
内
容　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
、

遊
具
・
工
作
ブ
ー
ス
な
ど
を
用

意
し
て
い
ま
す
。
普
段
は
で
き

な
い
遊
び
が
で
き
ま
す
。

▽
問
合
せ　

青
少
年
課
・
内
線

１
７
４
３
ま
で
。

協
力
者
募
集

こ
ま
っ
た
と
き
の

救
急
ハ
ウ
ス

青
少
年

健
全
育
成方針

令
和
2
年
度

冒
険
あ
そ
び

　

４
月
１
日
付
の
部
課
長
級
人

事
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

〔
〕
内
の
職
名
は
前
職
で
す
。

※
部
長
級
の
異
動
等
な
し

◎
異
動
【
課
長
級
】

▽
総
務
部
総
務
管
財
課
長
兼
庶

務
係
長
事
務
取
扱　

岩
本
尚
史

〔
総
務
部
総
務
管
財
課
長
〕

▽
総
務
部
文
書
課
長　

加
藤
泰

正
〔
企
画
財
政
部
秘
書
広
報
課

秘
書
係
長
〕

▽
市
民
部
納
税
課
長　

中
野
哲

也
〔
市
民
部
納
税
課
長
兼
納
税

係
長
事
務
取
扱
〕

▽
市
民
部
地
域
振
興
課
長　

石

川
正
憲
〔
市
民
部
産
業
振
興
課

商
工
係
長
〕

▽
子
育
て
支
援
部
子
育
て
支
援

課
長　

新
海
隆
弘
〔
子
育
て
支

援
部
青
少
年
課
長
〕

▽
子
育
て
支
援
部
青
少
年
課
長

　

石
川
博
隆
〔
学
校
教
育
部
教

　

校
長
・
副
校
長
の
人
事
異
動

に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

〔
〕
内
の
職
名
は
前
職
で
す
。

◎
転
入
（
４
月
１
日
付
）

【
校
長
】

▽
第
三
小　

雨
宮
敏
彦
〔
第
三

小
学
校
長
〕（
再
任
用
）

▽
第
四
小　

横
尾
康
幸
〔
練
馬

区
立
田
柄
第
二
小
学
校
副
校
長
〕

▽
第
五
小　

加
藤
進
〔
第
五
小

学
校
長
〕（
再
任
用
）

▽
第
六
小　

関
雅
人
〔
町
田
市

立
南
大
谷
小
学
校
長
〕

　

市
で
は
、
東
大
和
市
の
す
べ

て
の
子
ど
も
た
ち
の
健
や
か
な

育
ち
と
若
者
・
子
育
て
世
代
を

支
援
す
る
た
め
の
総
合
計
画
と

し
て
、東
大
和
市
子
ど
も・子
育
て

未
来
プ
ラ
ン
を
策
定
し
ま
し
た
。

【
計
画
の
概
要
】

　

市
民
一
人
ひ
と
り
が
子
育
て

に
つ
い
て
理
解
と
認
識
を
深
め
、

家
庭
、
教
育
・
保
育
施
設
、
学

校
、
事
業
者
、
地
域
の
関
係
者

等
と
行
政
が
協
力
し
、
地
域
社

会
が
一
体
と
な
っ
て
子
ど
も
た

ち
の
健
や
か
な
育
ち
と
、若
者
・

子
育
て
世
代
の
支
援
を
推
進
し

て
い
け
る
よ
う
次
に
掲
げ
る
五

つ
の
計
画
を
一
体
的
に
策
定
し

て
い
ま
す
。

　

認
可
外
保
育
施
設
を
利
用
す

る
保
護
者
へ
、
市
が
保
育
料
の

一
部
を
補
助
す
る
制
度
で
す
。

▽
対
象
者　

市
内
に
住
所
が
あ

り
、
３
歳
未
満
（
生
年
月
日
が

平
成
29
年
４
月
２
日
以
降
）
の

児
童
の
保
育
を
対
象
施
設
に
委

託
す
る
保
護
者

▽
補
助
要
件　

認
可
保
育
園
等

に
、
当
該
児
童
の
入
園
の
申
込

み
を
し
、
入
園
待
機
と
な
っ
て

い
る
こ
と
（
育
休
延
長
の
書
類

を
提
出
し
入
園
待
機
と
な
っ
て

い
る
児
童
は
除
く
）。

▽
対
象
施
設　

認
証
保
育
所
ま

た
は
認
可
外
保
育
施
設
（
指
導

監
督
基
準
を
満
た
す
証
明
書
を

育
総
務
課
長
〕

▽
福
祉
部
副
参
事
（
高
齢
者
施

策
推
進
担
当
）　

石
嶋
洋
平

〔
総
務
部
職
員
課
人
事
給
与
係

長
〕

▽
福
祉
部
障
害
福
祉
課
長　

大

法
努〔
市
民
部
地
域
振
興
課
長
〕

▽
環
境
部
環
境
課
長　

下
村
和

郎
〔
総
務
部
文
書
課
長
〕

▽
環
境
部
ご
み
対
策
課
長　

中

山
仁
〔
環
境
部
ご
み
対
策
課
長

兼
主
査
（
ご
み
減
量
施
策
推
進

等
担
当
）
事
務
取
扱
〕

▽
都
市
建
設
部
副
参
事
（
公
共

交
通
・
住
宅
等
担
当
）　

梅
山

直
人
〔
都
市
建
設
部
都
市
計
画

課
地
域
整
備
係
長
〕

▽
学
校
教
育
部
教
育
総
務
課
長

　

斎
藤
謙
二
郎
〔
学
校
教
育
部

給
食
課
長
〕

▽
学
校
教
育
部
副
参
事
（
統
括

指
導
主
事
）　

冨
田
和
己
〔
東

京
都
教
育
庁
〕

▽
学
校
教
育
部
給
食
課
長　

原

里
美
〔
福
祉
部
副
参
事
（
高
齢

者
施
策
推
進
担
当
）〕

▽
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局
長

▽
第
一
中　

石
井
和
光
〔
第
一

中
学
校
長
〕（
再
任
用
）

▽
第
三
中　

久
森
信
〔
第
六
小

学
校
長
〕

【
副
校
長
】

▽
第
七
小　

菅
野
恭
子
〔
東
京

都
教
育
庁
指
導
部
指
導
主
事
〕

▽
第
九
小　

藤
井
嘉
也
〔
利
島

村
立
利
島
小
学
校
副
校
長
〕

▽
第
五
中　

鎌
田
智
義
〔
東
京

都
教
職
員
研
修
セ
ン
タ
ー
研
修

部
指
導
主
事
〕

◎
転
出
（
４
月
１
日
付
）

▽
町
田
市
立
七
国
山
小
学
校
長

　

宇
賀
神
礼
子
〔
第
四
小
学
校

長
〕

▽
板
橋
区
立
志
村
第
三
中
学
校

長　

井
上
敬
夫
〔
第
三
中
学
校

▽
包
含
す
る
計
画

・
第
２
期
東
大
和
市
子
ど
も
・

子
育
て
支
援
事
業
計
画

・
第
１
期
新
・
放
課
後
子
ど
も

総
合
プ
ラ
ン
に
基
づ
く
東
大
和

市
行
動
計
画

・
第
１
期
東
大
和
市
次
世
代
育

成
支
援
行
動
計
画

・
第
１
期
東
大
和
市
子
ど
も
・

若
者
計
画

・
第
１
期
東
大
和
市
子
ど
も
の

貧
困
対
策
計
画

▽
計
画
の
閲
覧　

保
育
課
（
市

役
所
１
階
）、
子
ど
も
家
庭
支

援
セ
ン
タ
ー
ほ
か
、
市
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
等

▽
問
合
せ　

保
育
課
・
内
線
１

７
５
８
ま
で
。

受
け
て
い
る
施
設
に
限
る
）

※
市
内
の
認
証
保
育
所
は
、
東

大
和
保
育
園
で
す
。

▽
補
助
額　

下
表
の
と
お
り
、

利
用
者
支
援
と
多
子
世
帯
支
援

合
算
額
を
上
限
と
し
、
実
際
の

利
用
料
と
比
較
し
、
低
い
額
を

補
助
し
ま
す
。

▽
手
続
方
法　

認
証
保
育
所
を

利
用
さ
れ
る
方
は
、
市
か
ら
申

請
書
を
送
付
し
ま
す
（
４
月
中

旬
頃
）。
認
可
外
保
育
施
設
を

利
用
さ
れ
る
方
は
、
４
月
24
日

㈮
ま
で
に
保
育
課
へ
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。

▽
問
合
せ　

保
育
課
・
内
線
１

７
５
３
ま
で
。

　

井
上
昌
弘
〔
市
民
部
保
険
年

金
課
国
民
健
康
保
険
給
付
係
長
〕

◎
退
職
【
課
長
級
】（
３
月
31

日
付
）

▽
市
民
部
副
参
事
（
プ
レ
ミ
ア

ム
付
商
品
券
事
業
担
当
）　

髙

橋
宏
之

▽
子
育
て
支
援
部
子
育
て
支
援

課
長　

鈴
木
礼
子

▽
福
祉
部
障
害
福
祉
課
長　

小

川
則
之

▽
環
境
部
環
境
課
長
兼
主
査

（
公
園
整
備
担
当
）
事
務
取
扱

　

宮
鍋
和
志

▽
都
市
建
設
部
副
参
事
（
公
共

交
通
担
当
）　

内
藤
峰
雄

◎
帰
任

▽
東
京
都
教
育
庁　

吉
岡
琢
真

〔
学
校
教
育
部
副
参
事
（
統
括

指
導
主
事
）〕

長
〕

▽
東
大
和
市
教
育
委
員
会
学
校

教
育
部
統
括
指
導
主
事　

冨
田

和
己
〔
第
九
小
学
校
副
校
長
〕

◎
退
職
（
３
月
31
日
付
）

▽
第
七
小
学
校
副
校
長　

吉
澤

眞
（
再
任
用
）

▽
第
五
中
学
校
副
校
長　

上
沢

利
美

策
定
し
ま
し
た

東
大
和
市
子
ど
も・子
育
て
未
来
プ
ラ
ン

保
育
料
の
一
部
を
補
助
し
ま
す

認
可
外
保
育
施
設
利
用
者
補
助
制
度

市
職
員
の

人
事
異
動

市
立
小
・
中
学
校

校
長
・
副
校
長

人
事
異
動

計画の基本理念・基本目標
　計画の基本理念を「あふれる笑顔で　すべての子どもたちの豊かな心と幸
せを育むまち　東大和」と定め、その実現に向け、５つの基本目標を掲げま
した。
１　妊娠・出産・子育ての切れ目のない支援の仕組みをつくります
２　�ライフステージに沿った子どもの成長と発達を支援する環境をつくります
３　子育てしやすい安全・安心な環境をつくります
４　子ども・若者の健やかな成長と自立を支える地域をつくります
５　�支援や配慮を必要とする子どもや家庭を支える地域をつくります

基本方針
子どもたちの夢と心をはぐ
くむのは私たち大人です

重点項目
◦全体の取り組み
生きる力を養い、すべての
命を大切にしよう

◦家庭での取り組み
子どもと心の通う温かな家
庭を築こう

◦地域での取り組み
すべての大人が積極的に子
どもたちと関わろう

◦学校での取り組み
学校・子どもたち・地域が
ふれあえる環境をつくろう

利用者支援 多子世帯支援

第１子
月額保育料の３分の１
※月額21,000円を上限

（無償化の補助を受ける方は対象外）

―

第２子
１４，０００円
（１３，０００円）

第３子
以降

２７，０００円
（２５，０００円）

多子世帯支援の（　）内の全額は、無償化の補助を受ける方の全額
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市
内
の
道
路
に
は
、
土
地
の

境
界
を
測
量
す
る
た
め
の
基
準

と
な
る
点
「
測
量
基
準
点
」（
公

共
基
準
点
）
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
測
量
基
準
点
は
、｢

国
土

交
通
省｣

の
文
字
が
刻
ま
れ
た

直
径
４
～
５
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル

の
測
量
標
で
市
が
管
理
し
て
い

ま
す
。
土
地
の
登
記
等
の
測
量

や
災
害
復
旧
へ
の
対
応
等
で
使

用
さ
れ
る
大
事
な
基
準
点
で
す

の
で
測
量
標
の
保
全
に
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

　

測
量
基
準
点
は
、
位
置
に
関

し
て
世
界
的
な
座
標
を
有
し
て

　

市
で
は
、
食
品
用
の
放
射
性

物
質
検
査
機
器
で
、
市
民
か
ら

持
ち
込
ま
れ
た
食
品
の
検
査
を

行
っ
て
い
ま
す
。

▽
利
用
で
き
る
方　

20
歳
以
上

の
市
民

※
要
事
前
予
約
。

▽
対
象
品
目　

個
人
消
費
を
目

的
と
し
た
一
般
食
品
（
飲
料
水
、

牛
乳
、
乳
児
用
食
品
は
除
く
）

▽
検
査
時
に
必
要
な
も
の　

①
予
約
者
本
人
の
身
分
証
明
書

②
食
品
（
１
ℓ
以
上
の
分
量
で
、

お
り
、
今
後
土
地
の
分
筆
等
の

登
記
を
す
る
た
め
の
測
量
に
必

要
と
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
道
路
の
掘
削
工
事
等

で
市
の
承
認
な
く
測
量
標
の
撤

去
や
移
転
等
は
で
き
ま
せ
ん
。

　

測
量
基
準
点
を
使
用
す
る
場

合
や
測
量
標
が
支
障
と
な
る
掘

削
工
事
等
を
行
う
場
合
は
、
必

ず
事
前
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

▽
測
量
基
準
点
の
成
果
の
閲
覧

土
木
課
（
市
役
所
２
階
）
の
窓

口
、
国
土
地
理
院
の
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
等

※
こ
の
測
量
基
準
点
を
使
用
し

て
測
量
を
す
る
際
は
、
市
の
使

用
承
認
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

▽
問
合
せ　

土
木
課
・
内
線
１

２
１
６
ま
で
。

細
か
く
き
ざ
ん
だ
も
の
）

▽
注
意
事
項　

こ
の
検
査
は
簡

易
検
査
で
す
（
詳
細
な
検
査
を

希
望
さ
れ
る
方
は
、
専
門
機
関

を
紹
介
し
ま
す
）。

◎
空
間
放
射
線
測
定
器
を
貸
出

し
ま
す

▽
利
用
で
き
る
方　

20
歳
以
上

の
市
民

※
要
事
前
予
約
。

▽
貸
出
日
時　

月
～
金
曜
日
の

午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時

※
貸
出
は
１
日
単
位
で
１
台
ま

で
。
台
数
に
限
り
が
あ
り
ま
す
。

▽
貸
出
時
に
必
要
な
も
の　
　

予

約
者
本
人
の
身
分
証
明
書

▪
以
上
の
申
込
み
・
問
合
せ
は
、

環
境
課
・
内
線
１
２
７
２
ま
で
。

ご
協
力
く
だ
さ
い

測
量
基
準
点

の
保
全

耐
震
診
断

耐
震
改
修助成

制
度

雨
水
浸
透
施
設

雨
水
貯
留
槽

設
置
補
助
制
度

ご
利
用
く
だ
さ
い

市
民
葬
儀・斎
場
利
用
制
度

食
品
の

放
射
性
物
質

簡
易
検
査

▽
募
集
す
る
原
稿
の
内
容

①
戦
争
体
験
記

・
第
二
次
世
界
大
戦
当
時
の

「
本
人
の
体
験
記
」・「
身
内
の

方
か
ら
聞
い
た
体
験
記
」

※
市
外
在
住
の
方
は
、
当
時
の

東
大
和
市
内
で
の
「
本
人
の
体

験
記
」・「
身
内
の
方
か
ら
聞
い

た
体
験
記
」

※
字
数
制
限
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

字
数
が
多
い
場
合
に
は
調
整
す

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

※
今
年
度
は
30
〜
100
字
程
度
の

「
ミ
ニ
作
文
」
も
受
け
付
け
て

い
ま
す
。

②
市
内
在
住
の
小
学
５
・
６
年

生
及
び
中
学
生
の
作
文

・
戦
争
や
平
和
に
つ
い
て
聞
い

た
こ
と
、
知
っ
た
こ
と
、
思
う

こ
と
。
ま
た
は
、
戦
争
体
験
映

像
記
録
Ｄ
Ｖ
Ｄ
「
沈
黙
の
証
言

者
」（
平
成
27
年
度
・
企
画
課
制

作
）
の
本
編
ま
た
は
ダ
イ
ジ
ェ

ス
ト
版
を
視
聴
し
た
感
想

※
字
数
は
お
お
む
ね
800
字
以
内
。

※
Ｄ
Ｖ
Ｄ
は
図
書
館
、
社
会
教

　
「
身
近
に
あ
る
男
女
差
別
を
取

り
上
げ
た
い
」「
仕
事
で
輝
い
て

い
る
女
性
を
取
材
し
た
い
」「
地

域
で
活
躍
し
て
い
る
男
性
を
紹

介
し
た
い
」な
ど
、楽
し
く
活
動

し
て
わ
く
わ
く
す
る
記
事
を
書

き
ま
し
ょ
う
。
ご
応
募
を
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。

▽
対
象　

市
内
在
住
・
在
勤
・
在

　

市
で
は
、
木
造
住
宅
の
耐
震

診
断
及
び
耐
震
改
修
に
対
す
る

助
成
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

助
成
に
は
要
件
が
あ
り
ま
す

の
で
、
事
前
に
ご
相
談
く
だ
さ

い
。

　

市
で
は
、
水
環
境
の
保
全
及

び
雨
水
の
活
用
を
推
進
す
る
た

め
、
雨
水
浸
透
施
設
等
を
設
置

す
る
方
に
補
助
を
行
い
ま
す
。

◎
雨
水
浸
透
施
設
設
置
補
助
金

（
雨
水
浸
透
ま
す
）

▽
対
象　

次
に
該
当
す
る
市
民

　

葬
儀
が
華
美
に
な
る
の
を
抑

え
、
市
民
の
方
の
経
済
的
負
担

を
軽
減
す
る
こ
と
を
目
的
に
、

市
民
葬
儀
制
度
を
実
施
し
て
い

ま
す
。
市
内
の
葬
儀
業
者
と
協

定
を
結
び
、
標
準
的
な
葬
儀
を

安
価
で
行
う
た
め
の
も
の
で
す
。

ま
た
、
市
内
葬
儀
業
者
の
斎
場

を
安
価
で
利
用
で
き
る
斎
場
利

用
協
定
も
結
ん
で
い
ま
す
。
詳

細
は
、
市
民
葬
儀
の
パ
ン
フ
レ

ッ
ト
〔
市
役
所
１
階
入
口
ホ
ー

ル
、
地
域
振
興
課
（
市
役
所
３

階
）
で
配
布
〕、
市
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

育
課
（
市
役
所
５
階
）
等
で
貸

し
出
し
て
い
ま
す
（
枚
数
に
限

り
あ
り
）。ダ
イ
ジ
ェ
ス
ト
版
は
、

東
大
和
市
公
式
動
画
チ
ャ
ン
ネ

ル（YouTube

）で
視
聴
で
き
ま

す
。

▽
提
出
様
式　

書
式
自
由

※
社
会
教
育
課
、
市
民
セ
ン
タ

ー
、
公
民
館
、
図
書
館
で
原
稿

用
紙
を
配
布
し
て
い
ま
す
。
ま

た
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

▽
記
入
事
項
（
必
須
）　

題
名
、

郵
便
番
号
、
住
所
、
氏
名
（
ふ

り
が
な
）、
年
齢
ま
た
は
学
年
、

電
話
番
号

※
匿
名
の
場
合
、
平
和
文
集
へ

の
掲
載
は
で
き
ま
せ
ん
。

▽
提
出
期
間　

４
月
15
日
㈬
～

５
月
29
㈮

▽
提
出
方
法　

社
会
教
育
課
へ

直
接
提
出
す
る
か
、
郵
送
（
〒

207- 

8585
東
大
和
市
中
央
３
─
930
）

ま
た
は
メ
ー
ル（shakaikyoiku

@
city.higashiyam

ato.lg.jp

）

の
い
ず
れ
か
の
方
法
で
提
出
し

学
の
方（
性
別
、経
験
は
不
問
）

▽
募
集
人
数　

５
人
以
内

▽
活
動
内
容　

男
女
共
同
参
画

情
報
誌
（
年
１
回
・
２
月
発
行

予
定
）
の
企
画
・
取
材
・
編
集

▽
活
動
日　

７
月
～
翌
年
２
月

（
月
１
～
２
回
程
度
）

▽
応
募
用
紙
の
配
布
場
所　

地

域
振
興
課
（
市
役
所
３
階
）、

市
役
所
１
階
入
口
ホ
ー
ル
、
市

民
セ
ン
タ
ー
、
図
書
館
、
公
民

館▽
応
募
期
限　

６
月
15
日
㈪

▽
応
募
方
法　

応
募
用
紙
に
必

要
事
項
を
記
入
の
う
え
、
地
域

振
興
課
（
市
役
所
３
階
）
へ
持

参
、
郵
送
（
〒
207- 

8585
東
大
和

市
中
央
３
─
930
）、
フ
ァ
ク
ス

（
042
─
563
─
５
９
３
１
）、
ま
た

は
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ご

応
募
く
だ
さ
い
。

▽
問
合
せ　

地
域
振
興
課
・
内

線
１
７
１
５
ま
で
。

◎
耐
震
診
断
の
助
成

▽
対
象　

昭
和
56
年
５
月
31
日

以
前
に
着
工
さ
れ
た
市
内
に
あ

る
木
造
２
階
建
て
以
下
の
戸
建

て
住
宅
を
所
有
す
る
個
人

▽
診
断
機
関　

東
京
都
建
築
士

事
務
所
協
会
立
川
支
部
所
属
の

建
築
士
事
務
所
ま
た
は
東
京
都

木
造
住
宅
耐
震
診
断
事
務
所

▽
助
成
額　

耐
震
診
断
費
用
の

３
分
の
１
（
限
度
額
５
万
円
）

（
設
置
場
所
が
急
傾
斜
地
崩
壊

危
険
区
域
の
場
合
は
除
く
）

・
市
内
に
既
存
の
戸
建
て
住
宅

を
所
有
し
て
お
り
、
当
該
宅
地

を
所
有
し
て
い
る
場
合
、
も
し

く
は
土
地
所
有
者
の
土
地
使
用

承
諾
を
得
て
い
る
場
合

※
着
工
前
に
申
請
が
必
要
で
す
。

▽
補
助
金
額　

工
事
に
要
し
た

費
用
の
４
分
の
３
以
内
（
限
度

額
７
万
円
）

▽
料
金
・
指
定
取
扱
業
者　

左

表
の
と
お
り
。
料
金
は
、
祭
壇

の
ほ
か
に
納
棺
用
品
、
骨
つ
ぼ

類
や
記
帳
、
受
付
、
焼
香
用
具

等
の
付
属
具
・
霊
柩
車
を
含
む
。

▽
利
用
で
き
る
方　

亡
く
な
っ

た
方
ま
た
は
葬
儀
を
行
う
方
が

市
民
で
市
内
も
し
く
は
近
隣
市

で
葬
儀
を
行
う
場
合

▽
別
料
金
と
な
る
も
の　

火
葬

料
、
ド
ラ
イ
ア
イ
ス
、
写
真
、

会
葬
御
礼
状
、
御
供
物
、
生
花
、

司
会
、
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
等

▽
申
込
方
法　

指
定
取
扱
業
者

て
く
だ
さ
い
。
メ
ー
ル
の
場
合

は
、
１
週
間
以
内
に
確
認
メ
ー

ル
を
送
信
し
ま
す
。

▽
注
意
事
項

・
応
募
原
稿
は
、
８
月
発
行
予

定
の
平
和
文
集
に
掲
載
し
ま
す
。

・
応
募
は
一
人
１
作
品
ま
で
。

未
発
表
の
作
品
に
限
り
ま
す
。

・
第
三
者
の
権
利
を
侵
害
し
た

り
、
戦
争
体
験
と
は
直
接
関
係

の
な
い
主
義
・
主
張
は
不
可
。

・
平
和
文
集
に
は
町
名
、
氏
名
、

年
齢
（
学
年
）
を
掲
載
し
ま
す
。

・
応
募
原
稿
の
誤
字
・
脱
字
等

は
修
正
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

・
執
筆
が
困
難
な
方
は
代
筆
可
。

・
個
人
情
報
は
平
和
文
集
の
発

行
事
務
に
の
み
使
用
し
ま
す
。

・
応
募
原
稿
の
著
作
権
は
市
に

帰
属
し
、
平
和
文
集
へ
の
掲
載

内
容
（
町
名
、
氏
名
、
年
齢

（
学
年
）
含
む
）
は
、
市
の
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
等
に
掲
載
し
ま
す
。

ま
た
、
市
が
認
め
た
場
合
、
他

機
関
の
刊
行
物
等
に
掲
載
す
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。

・
応
募
原
稿
は
返
却
し
ま
せ
ん
。

・
デ
ー
タ
の
場
合
は
、
ワ
ー
ド

形
式
で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
問
合
せ　

社
会
教
育
課
・
内

線
１
５
５
５
ま
で
。

◎
耐
震
改
修
の
助
成

▽
対
象　

市
の
耐
震
診
断
の
助

成
制
度
を
受
け
て
診
断
し
た
結

果
、
耐
震
改
修
が
必
要
と
認
め

ら
れ
た
住
宅
を
所
有
す
る
個
人

▽
工
事
監
理　

診
断
機
関
に
よ

る
工
事
監
理
が
必
要

▽
助
成
額　

耐
震
改
修
費
用
の

３
分
の
１
（
限
度
額
30
万
円
）

▽
問
合
せ　

都
市
計
画
課
・
内

線
１
２
６
１
ま
で
。

◎
雨
水
貯
留
槽
設
置
補
助
金

（
雨
水
タ
ン
ク
）

▽
対
象　

市
内
に
既
存
の
戸
建

て
住
宅
を
所
有
す
る
個
人

※
購
入
前
に
申
請
が
必
要
で
す
。

▽
補
助
金
額　

設
置
に
要
し
た

費
用
３
分
の
２
以
内
（
限
度
額

３
万
５
０
０
０
円
）

※
詳
細
は
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▽
申
請
・
問
合
せ　

下
水
道
課
・

内
線
１
２
３
１
ま
で
。

に
「
市
民
葬
儀
で
行
い
た
い
」

と
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。
料

金
は
直
接
指
定
取
扱
業
者
に
お

支
払
い
く
だ
さ
い
。

▽
問
合
せ　

地
域
振
興
課
・
内

線
１
７
１
２
ま
で
。

平
和
文
集
の
原
稿
を
募
集
し
ま
す

「
い
ま
、
語
り
継
ぎ
た
い
こ
と
」

～
戦
争
と
平
和
～

編
集
委
員
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集　

男
女
共
同
参
画
情
報
誌

「
は
ー
も
に
い
」

測量基準点の種類

街区多角点

節点（赤文字のもの）
街区点補助点（白文字のもの）

祭壇の
種　類

料　金
（税　抜）

三段飾 140,000円

五段飾 170,000円
上　等
三段飾 200,000円

上　等
五段飾 240,000円

指定取扱業者名 所在地 電話番号
㈱あんしん葬祭 南街2-1-4 0120-482-333
㈱セレモア 南街1-11-9 0120-470-470
総合祭典 新堀3-13-19 042-565-4455
㈱あさひセレモニー 南街2-115-1 0120-844-644
㈲三礼 蔵敷3-863-8 0120-594-730
㈱東京都民葬祭 清原2-1279-7 0120-594-419
㈱ドリーミーホール東大和 芋窪5-1127-1 0120-297-511
グリーンサポートサービス 芋窪2-2053-2 042-849-5877

市役所☎042−563−2111（代）令和 2 ・ 4 ・ 1 55 東やまと市報



　

青
年
ビ
ー
ト
ク
ラ
ブ
は
、
知

的
障
が
い
の
あ
る
若
者
と
健
常
の

若
者
が
音
楽
や
ゲ
ー
ム
な
ど
の
活

動
を
通
し
て
交
流
し
、
と
も
に

学
び
合
う
場
で
す
。
活
動
時
に
職

員
と
共
に
運
営
に
携
わ
る
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
を
募
集
し
ま

す
。
音
楽
や
人
と
交
流
す
る
こ

と
が
好
き
な
方
、
新
し
い
こ
と
を

は
じ
め
て
み
た
い
方
、
ま
ず
は
お

気
軽
に
遊
び
に
来
て
く
だ
さ
い
。

▽
対
象　

お
お
む
ね
16
歳
～‌

50

歳
の
方

※
正
式
に
ス
タ
ッ
フ
に
な
っ
た

方
に
は
謝
礼
を
お
支
払
い
し
ま

す
。

▽
日
時　

５
月
～
令
和
３
年
３

月
の
概
ね
月
２
回
土
曜
日
午
後

２
時
～
４
時
（
全
17
回
）

▽
場
所　

中
央
公
民
館

▽
内
容　

定
例
活
動
（
ゲ
ー
ム
、

打
楽
器
等
を
使
っ
た
音
楽
活
動
）、

納
涼
会
、
ク
リ
ス
マ
ス
会
等
、

季
節
に
沿
っ
た
行
事

▽
講
師　

菅
田
政
志
氏
（
音
楽

教
室
講
師
）

▽
定
員　

15
人
程
度

▽
申
込
み・
問
合
せ　

中
央
公

民
館
☎
042
―
564
―
２
４
５
１
ま
で
。

障
が
い
者
青
年
教
室

青
年
ビ
ー
ト
ク
ラ
ブ

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

ス
タ
ッ
フ
募
集

　

ロ
ー
ド
バ
イ
ク
を
買
っ
て
乗

っ
て
は
み
た
も
の
の
、
よ
く
分

か
ら
な
い
事
が
多
い
、
メ
ン
テ

ナ
ン
ス
や
、
パ
ー
ツ
交
換
を
自

分
で
や
っ
て
み
た
い
、
チ
ー
ム

ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
し
て
み
た
い
な

ど
、
初
心
者
や
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ

プ
し
た
い
方
向
け
の
講
座
を
実

施
し
ま
す
。

▽
期
日
・
内
容　

下
表
参
照

▽
時
間　

①
②
④
⑤
午
後
７
時

～
８
時
30
分
③
午
前
９
時
30
分

～
正
午
⑥
午
前
９
時
～
正
午

▽
場
所　

①
②
④
⑤
蔵
敷
公
民

館
③
市
内
⑥
市
内
及
び
近
隣
市

▽
対
象　

ロ
ー
ド
・
ク
ロ
ス
バ

イ
ク
を
お
持
ち
の
方
。
ま
た
は

月
曜
日
、
祝
日
は
除
く
）。

こ
れ
か
ら
始
め
て
み
た
い
方
。

▽
定
員　

12
人
（
申
込
順
）

▽
講
師　

大
倉
一
馬
氏
（
多
摩

湖
の
じ
て
ん
し
ゃ
屋
さ
ん

Pokito a Poko

店
主
）

▽
費
用　

２
０
０
０
円
（
持
参

品
で
変
動
）

▽
持
ち
物　

ご
自
身
の
ロ
ー
ド

・
ク
ロ
ス
バ
イ
ク
、
そ
の
他
は

受
講
者
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

※
ス
ポ
ー
ツ
バ
イ
ク
を
お
持
ち

で
な
い
方
も
有
料
レ
ン
タ
ル
で

参
加
で
き
ま
す
。
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

▽
申
込
み
・
問
合
せ　

５
月
８

日
㈮
ま
で
に
蔵
敷
公
民
館
☎
042

―
566
―
０
５
５
１
ま
で
（
日
・

　

市
内
で
ア
ラ
イ
グ
マ
・
ハ
ク

ビ
シ
ン
等
に
よ
る
家
屋
へ
の
被

害
が
増
え
て
い
ま
す
。

　

市
で
は
、
生
活
環
境
等
の
被

害
が
あ
る
場
合
に
民
有
地
に
限

り
、
捕
獲
用
わ
な
（
箱
わ
な
）

を
用
い
て
ア
ラ
イ
グ
マ
・
ハ
ク

ビ
シ
ン
等
の
駆
除
を
行
う
事
業

を
行
っ
て
い
ま
す
。
ア
ラ
イ
グ

マ
・
ハ
ク
ビ
シ
ン
等
で
お
困
り

の
方
は
、
環
境
課
ま
で
ご
相
談

く
だ
さ
い
。
な
お
、
駆
除
を
行

う
に
あ
た
っ
て
は
条
件
が
あ
り

ま
す
の
で
、
詳
し
く
は
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▽
問
合
せ　

環
境
課
・
内
線
１

２
７
２
ま
で
。

回 期　日 内　　　容

① ５月 29 日㈮ スポーツサイクルの基礎知識

② ６月 ５ 日㈮ 基礎メンテナンス / 走行準備

③ ６月 13 日㈯ 実践！ファンライド（15km 程度）。雨天の場合は延期

④ ６月 19 日㈮ メンテナンスとカスタマイズ

⑤ ６月 26 日㈮ 輪行について。最終回の準備

⑥ ７月 11 日㈯ 長めの距離を走ってみよう。まとめ。雨天の場合は延期

趣
味
・
体
験
講
座

自
転
車
っ
て
お
も
し
ろ
い

～
ス
ポ
ー
ツ
バ
イ
ク
入
門
～

ア
ラ
イ
グ
マ
・
ハ
ク
ビ

シ
ン
等
の
被
害
で
お
困

り
の
方
へ　市では、地震等の災害発生に備え、民間事業所等と

の防災協定等の締結を進めています。平成31年度に
締結した協定は、下表のとおりです。
▷問合せ　防災安全課・内線1354まで。

名称（締結日） 内　容 協定先
災害に係る情
報発信等に関
する協定（平
成 31年４月１
日）

市のホームページのキ
ャッシュサイトの用意、
避難場所マップの掲載
など

ヤフー株式
会社

災害時におけ
る物資の供給
に関する協定
（平成 31 年４
月１日）

段ボール製簡易ベッド
をはじめとする段ボー
ル製物資の供給、物資
の組み立て等を指導で
きる者の派遣

セッツカー
トン株式会
社、Ｊパッ
クス株式会
社

行政告知放送
の再送信に関
する協定（令
和２年２月 17
日）

防災行政無線により市
民向けに実施している
行政告知放送のジェイ
コム東京専用端末を通
しての再送信

株式会社ジ
ェイコム東
京

災害時の避難
所等相互利用
に関する協定
（令和２年２月
20日）

災害発生時両市が開設
した避難所等の相互利
用

武蔵村山市

平成31年度に締結した防災協定等

会計年度任用職員の
履歴書の登録を行っています

　市では、任用期間が１年未満や、１週間あたりの勤務
時間が20時間未満の職、及び欠員が生じた職など必要に
応じ、一定期間会計年度任用職員を任用するための履歴
書の登録を受け付けています。
▷職種・報酬（時給）　下表のとおり
▷�社会保険等　健康保険法・雇用保険法等の定めに該当
する方（勤務形態により異なります）は、健康保険・
厚生年金・雇用保険等
▷受付場所　職員課（市役所３階）
▷�提出書類　市既定の履歴書、資格証の写し。履歴書は
職員課で配布しています。
※市のホームページからダウンロードも可能です。
※�履歴書を提出した方（登録期間は２年間） に対して、
必要に応じ勤務をお願いします。
▷問合せ　職員課・内線1332まで。

主な職種 資格の有無 報酬（時給）
一般事務 無 1,020円
臨時保育士 有 1,130円
臨時保育補助員 無 1,020円
臨時11時間開所保育士 有 1,240円
臨時11時間開所保育補助員 無 1,060円
児童館業務員（有資格） 有 1,130円
児童館業務員（その他） 無 1,020円
臨時保健師 有 1,790円
臨時看護師 有 1,710円
臨時准看護士 有 1,670円
臨時栄養士 有 1,130円

■
保
育
士（
や
ま
と
あ
け
ぼ
の

学
園
）

▽
応
募
要
件　

保
育
士
の
資
格

を
有
す
る
方

▽
採
用
予
定
人
数　

１
人

▽
勤
務
時
間　

月
曜
日
～
金
曜

日
の
午
前
９
時
～
午
後
４
時

（
週
30
時
間
）

▽
勤
務
内
容　

障
害
の
あ
る
乳

幼
児
の
療
育
業
務
等

▽
報
酬　

時
給
１
４
８
０
円

※
期
末
手
当
支
給
あ
り

▽
任
用
期
間　

令
和
２
年
６
月

１
日
～
令
和
３
年
３
月
31
日 

（
６
月
１
日
以
前
か
ら
任
用
さ

れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
）

▽
応
募
受
付　

４
月
30
日
㈭
ま

で
、
職
員
課
（
市
役
所
３
階
）

で
受
け
付
け
ま
す
。

▽
提
出
書
類　

当
市
規
定
の
履

歴
書
、
資
格
証
等
の
写
し

※
履
歴
書
は
、
市
の
ホ
ー
ム
ぺ

ー
ジ
よ
り
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き

ま
す
。

▽
選
考
方
法　

面
接
等
に
よ
り

ま
す
（
日
程
等
は
応
募
者
に
連

絡
し
ま
す
）

▽
問
合
せ　

職
員
課
・
内
線
１

３
３
２
ま
で
。

会
計
年
度
任
用
職
員
を

募
集
し
ま
す

　

市
教
育
委
員
会
で
は
、
市
内

小
・
中
学
校
の
水
泳
指
導
に
お

け
る
安
全
確
保
等
の
た
め
、
学

校
プ
ー
ル
指
導
補
助
員
を
募
集

し
ま
す
。

▽
応
募
資
格　

18
歳
以
上
で
水

泳
に
心
得
が
あ
る
方

▽
採
用
予
定
人
員　

20
人
程
度

▽
採
用
期
間　

６
月
中
旬
～
９

月
上
旬
（
１
学
期
及
び
２
学
期

の
水
泳
授
業
、
並
び
に
夏
休
み

期
間
。
学
校
に
よ
っ
て
採
用
期

間
が
異
な
り
ま
す
）

▽
勤
務
内
容　

児
童
・
生
徒
へ

の
水
泳
指
導
補
助

▽
勤
務
日
及
び
時
間　

採
用
期

間
中
で
、
各
小
・
中
学
校
長
に

指
示
さ
れ
た
勤
務
日
及
び
時
間

（
午
前
８
時
30
分
～
午
後
３
時

30
分
の
１
日
６
時
間
以
内
）

※
学
校
に
よ
っ
て
勤
務
日
・
時

間
が
異
な
り
ま
す
。

▽
勤
務
校　

市
立
小
・
中
学
校

※
複
数
の
小
・
中
学
校
で
の
勤

務
を
希
望
さ
れ
る
場
合
は
、
応

募
の
際
に
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

▽
賃
金　

時
給
１
０
５
０
円

※
原
則
車
で
の
通
勤
は
で
き
ま

せ
ん
。

▽
応
募
方
法　

５
月
７
日
㈭
～

７
月
３
日
㈮
の
平
日
の
午
前
８

時
30
分
～
午
後
５
時
の
間
、
教

育
指
導
課
（
市
役
所
５
階
）
で

受
け
付
け
ま
す
。
市
指
定
の
履

歴
書
様
式
に
必
要
事
項
を
記
入

し
、
原
則
と
し
て
本
人
が
持
参

し
て
く
だ
さ
い
。
定
員
や
学
校

の
希
望
に
合
わ
な
い
な
ど
に
よ

り
採
用
さ
れ
な
い
場
合
が
あ
り

ま
す
。

※
履
歴
書
は
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
か
ら
入
手
で
き
ま
す
。

▽
問
合
せ　

教
育
指
導
課
・
内

線
１
５
３
５
ま
で
。

学
校
プ
ー
ル
指
導

補
助
員（
会
計
年

度
任
用
職
員
）を

募
集
し
ま
す

▽
日
時　

毎
週
月
曜
・
火
曜
・

水
曜
・
金
曜
日
午
前
10
時
～
午

後
４
時

▽
場
所　

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

（
市
役
所
３
階
）

■
多
重
債
務
相
談

　

市
で
は
、
市
民
の
多
重
債
務

問
題
の
解
決
を
目
的
に
司
法
書

士
に
よ
る
多
重
債
務
相
談
を
実

施
し
て
い
ま
す
。

※
相
談
時
間
は
、
１
件
に
つ
き

お
お
む
ね
45
分
間
で
す
。

※
完
全
予
約
制
。
相
談
日
の
５

日
前
ま
で
に
ご
予
約
く
だ
さ
い
。

▽
日
時　

毎
月
第
２
水
曜
日
午

後
１
時
～
４
時
15
分
（
毎
月
１

日
号
市
報
の
最
終
面
に
掲
載
）

�
以
上
の
申
込
み
・
問
合
せ
は
、

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
・
内
線
１

７
１
３
ま
で
。

■
消
費
生
活
相
談

　

商
品
購
入
や
サ
ー
ビ
ス
利
用

の
契
約
ト
ラ
ブ
ル
、
架
空
請
求

や
強
引
な
訪
問
販
売
等
の
被
害

に
遭
っ
て
し
ま
っ
た
等
、
お
困

り
の
時
は
、
専
門
相
談
員
に
よ

る
消
費
生
活
相
談
を
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

※
相
談
時
間
は
、
１
件
に
つ
き

お
お
む
ね
１
時
間
で
す
。

※
事
前
予
約
優
先
。

※
当
日
相
談
及
び
電
話
相
談
可

ご
利
用
く
だ
さ
い

消
費
生
活
相
談

多
重
債
務
相
談
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子ども家庭支援センター休館日のお知らせ ５月15日㈮は害虫駆除のため、終日休館となります。来館を予定していた方には、ご迷惑をお掛けしま
すが、ご理解ご協力をお願いします／問合せ　子ども家庭支援センター☎042―５６５―３６５１まで

◎
５
月
の
出
張
か
る
が
も
ひ
ろ

ば
　

子
ど
も
家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー

「
か
る
が
も
」
で
は
、
保
育
士

が
児
童
館
や
集
会
所
な
ど
に
出

張
し
、
手
遊
び
や
絵
本
の
読
み

聞
か
せ
な
ど
を
行
い
ま
す
。

　

参
加
者
同
士
の
情
報
交
換
や

保
育
士
に
子
育
て
相
談
も
で
き

ま
す
。
お
気
軽
に
お
越
し
く
だ

さ
い
。

▽
対
象　

３
歳
ま
で
の
乳
幼
児

と
そ
の
保
護
者

▽
期
日
・
場
所　
５
月
８
日
㈮
・

湖
畔
集
会
所
／
５
月
12
日
㈫
・

さ
く
ら
が
お
か
児
童
館
／
５
月

20
日
㈬
・
仲
原
集
会
所
／
５
月

26
日
㈫
・
む
こ
う
は
ら
児
童
館

▽
時
間　

午
前
10
時
30
分
～
11

時
45
分
（
事
前
予
約
不
要
）

◎
０
歳
児
親
子
の
開
放
日

　

０
歳
児
親
子
を
対
象
に
セ
ン

タ
ー
内
の
地
域
活
動
室
を
開
放

し
ま
す
。
親
子
で
一
緒
に
遊
ん

だ
り
、
友
だ
ち
づ
く
り
や
情
報

交
換
し
ま
せ
ん
か
。
普
段
ひ
ろ

ば
に
置
い
て
い
な
い
お
も
ち
ゃ

も
あ
り
ま
す
。

　

午
前
11
時
か
ら
ふ
れ
あ
い
遊

び
を
行
う
予
定
で
す
。

▽
日
時　

５
月
７
日
㈭
午
前
10

時
～
午
後
１
時
（
事
前
予
約
不

要
）

▽
場
所　

子
ど
も
家
庭
支
援
セ

ン
タ
ー

�
以
上
の
問
合
せ
は
、
子
ど
も

家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー
☎
042
―
565

―
３
６
５
１
ま
で
。

子
ど
も
家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー

「
か
る
が
も
」か
ら
の
お
知
ら
せ

病
児
・
病
後
児
保
育
と

お
迎
え
サ
ー
ビ
ス

◎
病
児
・
病
後
児
保
育

　

お
子
さ
ん
が
病
気
の
た
め
、

保
育
園
、
幼
稚
園
、
小
学
校
等

に
通
園
、
通
学
で
き
な
い
場
合

に
、
保
護
者
に
代
わ
っ
て
保
育

す
る
制
度
で
す
。
市
で
は
、
市

内
医
療
機
関
に
委
託
し
て
実
施

し
て
い
ま
す
。

▽
対
象　

満
６
か
月
～
小
学
校

６
年
生

▽
保
育
日
時　

月
～
金
曜
日
の

午
前
８
時
～
午
後
６
時

※
土
・
日
曜
日
、
祝
日
、
年
末

年
始
等
は
除
く
。

▽
定
員　

６
人

▽
保
育
料　

１
日
２
０
０
０
円
。

同
一
の
疾
病
に
よ
り
２
日
以
上

連
続
し
て
利
用
す
る
場
合
の
２

日
目
以
降
の
保
育
料
は
１
０
０

０
円
と
な
り
ま
す
。
市
外
の
方

は
、
登
録
料
、
保
育
料
が
異
な

り
ま
す
。

※
保
育
室
の
ご
利
用
に
は
登
録

（
市
民
の
方
は
無
料
）
が
必
要

で
す
。

◎
お
迎
え
サ
ー
ビ
ス

　

在
籍
し
て
い
る
保
育
園
等
で

お
子
さ
ん
が
体
調
不
良
と
な
り
、

保
護
者
が
迎
え
に
行
け
な
い
場

合
に
、
病
児
・
病
後
児
保
育
室

の
保
育
士
ま
た
は
看
護
師
が
保

護
者
に
代
わ
っ
て
保
育
園
等
に

お
迎
え
に
行
き
、
同
保
育
室
で

保
育
し
ま
す
。
な
お
、
対
象
年

齢
、
利
用
方
法
等
が
通
常
利
用

の
場
合
と
異
な
り
ま
す
。

▽
利
用
要
件　

次
の
全
て
の
条

件
に
該
当
す
る
場
合

①
市
内
に
住
所
を
有
し
、
市
内

に
所
在
す
る
保
育
園
、
認
定
こ

ど
も
園
、
小
規
模
保
育
、
家
庭

的
保
育
、
認
証
保
育
所
、
幼
稚

園
在
籍
児
童
で
満
６
か
月
～
小

学
校
就
学
前
の
児
童

②
発
熱
等
で
入
院
加
療
を
必
要

と
し
な
い
場
合

▽
利
用
方
法

①
保
育
園
等
か
ら
児
童
の
体
調

不
良
に
よ
る
お
迎
え
の
依
頼
の

連
絡
が
あ
っ
た
後
に
、
病
児
・

病
後
児
保
育
室
に
直
接
電
話
で

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

②
事
前
の
利
用
登
録
（
市
民
の

方
は
無
料
）
が
必
要
で
す
。

※
当
日
の
保
育
室
の
利
用
状
況
、

保
育
士
等
の
配
置
状
況
に
よ
り

利
用
で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま

す
。

▽
費
用　

お
迎
え
サ
ー
ビ
ス
利

用
に
伴
う
交
通
費
等
の
実
費
は
、

徴
収
し
ま
せ
ん
。
保
育
料
は
別

途
徴
収
し
ま
す
。

【
共
通
事
項
】

▽
保
育
場
所　

す
こ
や
か
病‌

児
・
病
後
児
保
育
室
（
中
央
4

―
853
―
６
）
☎
042
―
590
―
０
４
１
５

▽
注
意
事
項

・
１
歳
６
か
月
を
過
ぎ
た
Ｍ
Ｒ

ワ
ク
チ
ン
未
接
種
の
児
童
は
利

用
で
き
ま
せ
ん
。

・
水
痘
を
患
っ
て
い
る
児
童
が

入
室
予
定
の
日
に
は
、
水
痘
ワ

ク
チ
ン
未
接
種
の
児
童
は
利
用

で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

▽
問
合
せ　

保
育
課
・
内
線
１

７
５
６
ま
で
。

　

フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・

セ
ン
タ
ー
（
さ
わ
や
か
サ
ー
ビ

ス
）
は
、
手
助
け
を
し
て
欲
し

い
方
、
お
手
伝
い
を
し
た
い
方

と
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
的
な
相
互

援
助
活
動
を
行
う
会
員
組
織
で

す
。

　

市
か
ら
の
補
助
を
受
け
、
社

会
福
祉
協
議
会
が
実
施
し
て
い

る
有
償
サ
ー
ビ
ス
で
す
。

▽
対
象　

小
学
校
６
年
生
ま
で

の
子
ど
も
を
も
つ
方

▽
活
動
内
容　

①
保
育
園
・
幼
稚
園
へ
の
子
ど

も
の
送
迎
と
そ
の
前
後
の
預
か

り

②
学
童
保
育
終
了
後
の
子
ど
も

の
預
か
り

③
学
校
の
放
課
後
の
子
ど
も
の

預
か
り

④
臨
時
的
な
場
合
の
子
ど
も
の

世
話
な
ど

▽
問
合
せ　

社
会
福
祉
協
議
会

フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ

ン
タ
ー（
さ
わ
や
か
サ
ー
ビ
ス
）

担
当
☎
042
―
567
―
０
０
１
３
へ
。

※
利
用
条
件
、
利
用
時
間
、
定

員
、
利
用
料
な
ど
は
各
施
設
に

よ
っ
て
異
な
り
ま
す
の
で
、
詳

細
は
そ
れ
ぞ
れ
の
施
設
に
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

フ
ァ
ミ
リ
ー・サ
ポ
ー
ト・セン
タ
ー

（
さ
わ
や
か
サ
ー
ビ
ス
）を

ご
利
用
く
だ
さ
い

　

保
護
者
の
就
労
・
通
院
・
介

護
・
出
産
・
冠
婚
葬
祭
等
の
理

由
に
よ
り
、
一
時
的
に
ご
家
庭

で
子
ど
も
の
保
育
が
困
難
に
な

っ
た
場
合
に
、
お
子
さ
ん
を
お

預
か
り
し
保
育
す
る
事
業
で
す
。

　

利
用
に
あ
た
っ
て
は
、
事
前

に
利
用
児
童
の
登
録
が
必
要
と

な
り
ま
す
。

▽
実
施
施
設　

下
表
の
と
お
り

一時的にお子さんを
お預かりします

一時預かり事業

実施園 玉川上水
保育園

向原
保育園

大和東
保育園

子ども家庭支援センター
「かるがも」

対象児童 生後57日から ４月１日に１歳児
及び２歳児 １歳から １歳から

受付時間 午前８時30分
～午後５時

午前９時
～午後４時30分

午前９時
～午後４時

午前８時30分
～午後５時

電話番号 042-566-8672 042-563-3833 042-561-2958 042-565-3655

利用限度 週３回まで

ごみに関するお知らせ� ▷問合せ　ごみ対策課・内線1241まで。

事業系一般廃棄物の適正な排出を
　事業所から排出される事業系一般廃棄物は、次のいずれかの
方法で排出してください。
①収集運搬許可業者と契約して排出する。
②事業系一般廃棄物指定収集袋等で排出する（要登録）。
※�②は、１日当たりの排出量が 10kg 未満の事業者に限る。登
録の際は、ごみ対策課（市役所３階）にお越しください。

祝日のごみ収集等について
　４月 29日㈬、５月４日㈪～６日㈬の、祝日におけるごみ収
集等は、次のとおりです。

ごみ・資源物の収集

ごみ排出カレンダーのとおり
収集します。詳しくは、ごみ
排出カレンダーやごみ分別ア
プリをご確認ください。

粗大ごみの受付・収集
４月 29日㈬、５月４日㈪〜
６日㈬は行いませんし尿のくみ取り

浄化槽の清掃

使い捨てコンタクトレンズ空ケースを回収しています
　市では、使い捨てコンタクトレンズの空ケースを回収しています。近年問題になって
いる、海洋プラスチックの削減にも繋がる取組みです。ぜひ空ケースの回収に、ご協力
をお願いします。この取組みは、持続可能な開発目標であるＳＤＧｓの各種目標に合致
しています。

回収場所
ごみ対策課
（市役所３階） 南街市民センター 市立第一中学校

中央公民館 上北台市民センター 市立第二中学校
狭山公民館 桜が丘市民センター 市立第三中学校
蔵敷公民館 向原市民センター 市立第四中学校
奈良橋市民
センター 清原市民センター 市立第五中学校

※�中学校は、学校関係者が対象です。一般の方は、公共
施設をご利用ください。

▷�回収方法　回収場所に設置されている回収ボトルまた
は回収ボックスに、空ケースを直接入れてください。
メーカーは問いません。

▷回収できないもの
　・ケースのふたが残っているもの
　・中にレンズ本体が入っているもの

市役所☎042−563−2111（代）令和 2 ・ 4 ・1 57 東やまと市報



わずかな掛け金で加入でき、手続きも簡単です。ぜひご加入ください／問合せ　土木課・内線1213まで。ご加入ください交通災害共済「ちょこっと共済」

　

一
般
社
団
法
人
東
京
バ
ス
協

会
は
、
満
70
歳
以
上
の
都
民
の

方
で
希
望
さ
れ
る
方
を
対
象
に
、

都
バ
ス
、
都
営
地
下
鉄
、
都
電
、

都
内
民
営
バ
ス（
一
部
を
除
く
）

日
暮
里
・
舎
人
ラ
イ
ナ
ー
に
乗

車
で
き
る
「
東
京
都
シ
ル
バ
ー

パ
ス
」
を
発
行
し
て
い
ま
す
。

▽
申
込
時
期　

満
70
歳
に
な
る

月
の
初
日
か
ら
申
込
み
で
き
ま

す
。

▽
費
用
・
必
要
書
類　

下
表
の

と
お
り
。

▽
有
効
期
限　

9
月
30
日
㈬

▽
申
込
方
法　

下
表
に
掲
げ
る

費
用
・
必
要
書
類
を
持
参
し
、

立
川
バ
ス
上
水
営
業
所
☎
042
―

536
―
０
２
４
３
ほ
か
、
最
寄
り

の
シ
ル
バ
ー
パ
ス
取
扱
い
バ
ス

営
業
所
等
に
お
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。

▽
問
合
せ　
（
一
社
）
東
京
バ

ス
協
会
☎
03
―
５
３
０
８
―
６

９
５
０
（
午
前
９
時
～
午
後
５

時
。
土
・
日
曜
日
、
祝
日
は
除

く
）
へ
。

あなたもチャレンジ介護予防

基本チェックリスト
日常生活で必要になる能力を「基本チェックリスト」でチェックし、介護予防に役立てましょう。
75歳以上で、要支援・要介護認定を受けていない、令和２年 4月 1日に年齢が奇数の方が対象です。
対象の方には、4月中に基本チェックリストを送付します。

東
京
都

シ
ル
バ
ー
パ
ス

交
付
の
ご
案
内

　

市
で
は
、
東
京
し
ご
と
セ
ン

タ
ー
多
摩
及
び
近
隣
市
と
の
共

催
で
、
就
職
面
接
会
及
び
事
前

対
策
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
ま
す
。

◎
事
前
対
策
セ
ミ
ナ
ー

▽
日
時　

５
月
12
日
㈫
午
前
10

時
～
正
午　

▽
定
員　

30
人
（
事
前
予
約
制
。

東
京
し
ご
と
セ
ン
タ
ー
多
摩
へ

電
話
で
予
約
を
し
て
く
だ
さ
い
）

◎
就
職
面
接
会

　

参
加
企
業
の
人
事
担
当
者
と‌

直
接
面
接
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

▽
対
象　

全
年
齢
層
の
方

▽
日
時　

５
月
12
日
㈫
午
後
１

時
～
4
時

▽
参
加
企
業　

約
10
社
の
企
業

が
参
加
予
定

※
求
人
内
容
は
、
開
催
日
の
約

一
週
間
前
に
東
京
し
ご
と
セ
ン

タ
ー
多
摩
に
て
掲
示
し
ま
す
。

　

な
お
、
同
セ
ン
タ
ー
の
ホ
ー‌

ム
ペ
ー
ジ
で
も
お
知
ら
せ
し
ま

す
。

▽
場
所　

東
村
山
市
市
民
ス
テ

ー
シ
ョ
ン
サ
ン
パ
ル
ネ

▽
参
加
費　

無
料　

▽
持
ち
物　

履
歴
書（
複
数
枚
）

�
以
上
の
問
合
せ
は
、
東
京
し

ご
と
セ
ン
タ
ー
多
摩
☎
042
―
329

―
１
５
２
４
、
産
業
振
興
課
・

内
線
１
０
７
６
ま
で
。

地
域
就
職
面
接
会（
し
ご
と
セ
ン
タ
ー
多
摩

共
催
就
業
支
援
事
業
）を
開
催
し
ま
す

東京都シルバーパス発行手続きにおける費用・必要書類
対象者 ①令和２年度住民税が「非課税」の方

②令和２年度の住民税は「課税」であるが、
令和元年分の合計所得金額が125万円以
下の方（※１）

③令和２年度の住民税が「課税」で、令和
元年分の合計所得金額が125万円を超えて
いる方

必要な費用 1,000円 10,255円�
（４月～９月発行分）

対象者①または
②であることを
確認できる書類
（いずれか１つ）

「非課税」であることを確認できる書類
（ア）�令和２年度介護保険料納入（決定）

通知書の所得段階区分欄に「１」～
「５」の記載があるもの

（イ）令和２年度住民税非課税証明書
（ウ）生活保護受給証明書（生活扶助）

「令和元年分の合計所得金額が125万円以
下であること」を確認できる書類
（ア）�令和２年度介護保険料納入（決定）

通知書の所得段階区分欄に「６」の記
載があるもの

※�「７」の記載があるものについては、基
準判　定所得が125万円以下のものに
限ります。

（イ）令和２年度住民税課税証明書
本人確認書類 保険証または運転免許証等（住所・氏名・生年月日が確認できるもの）

（※１）�長期譲渡所得または短期譲渡所得に係る特別控除の適用がある場合は、合計所得金額から特別控除額を控除して得た額が125万円以下の
方が対象になります。この場合、必要書類が異なる場合がありますので、お問い合わせください。

・（ア）は７月に高齢介護課から送付する令和２年度介護保険料納入（決定）通知書をご用意ください（再発行はできません）。
・（イ）は令和２年６月に課税課（市役所１階）で発行します。発行するために、本人確認書類として写真付きのものは１点、写真付きでないも
のは２点が必要となります（例：健康保険証＋介護保険証）。また、発行手数料がかかります。
・令和２年度の住民税、介護保険料等が賦課決定されるまでは、平成31年度の所得確認書類により確認します。

　ご自宅で過ごす時間が長くなった方も多いと思います。東大和元気ゆうゆう体操を取り入れて、
介護予防！リフレッシュ！しませんか。東大和元気ゆうゆう体操から2つの体操をご紹介します。

「東大和元気ゆうゆう体操」の動画を市公式動画チャンネル（YouTube）に掲載しました

【体操⑥「いーうー」体操】
ストレッチと口腔の運動です。

【体操⑪　背伸びの運動】
下肢筋力の向上に効果があります。

手足を斜めに広げ、
胸を張るように全
身を大きく伸ばし
ます。手をあげる
ときに「い～！」
と言いましょう。

手を腰に戻すとき
に「う～！」と言
いましょう。

立位で行う場合は、
手のひらを自分に
向けて、膝を軽く
曲げます。
座位で行う場合は
椅子に浅く腰かけ
て、肘を後ろへ引
いて胸をはります。

立位で行う場合は、
片方の腕を伸ばし
ながら背伸びをし
ます。
座位で行う場合は
片方の手を前に伸
ばしつつ、体を前
に倒します。

▷問合せ　高齢介護課・内線 1179まで。

▲動画はこちら
でもご覧になれます。
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常設講座

交流イベント等（余暇サロン・アミーゴは～とふる）

散歩クラブ

歌謡教室

いきいき

口腔機能訓練

生活機能訓練

フリーサロン

情報入手講座

室内運動

身体機能訓練

書道

料理

国語

カラオケ 身 体

身体・知的

身体・知的

身体・知的

身体・知的

知　的

身 体

身 体

身 体

身 体

身 体

身 体

身 体

身 体

身 体

身 体

身 体
（主に聴覚障害）

身 体
（主に視覚障害）

夕食会

創作活動

趣味クラブ

調理活動

カラオケ

※身体上の理由により来所が困難な方で送迎を希望される方には、タクシー
による送迎を行います。この他、視覚障害者向けまたは知的障害者向けのパ
ソコン教室、中途障害者向けの短期講座を予定しています。

講座等名称 対象の障害 実施日 時　間

講座等名称 対象の障害 実施日 時　間

第 1 月曜日（不定期）

第 1・3 火曜日

第 2・4 火曜日

第 1 水曜日（不定期）

第 2・3・4 水曜日

第 2・4 水曜日

第 1・3 水曜日

第 1・3 木曜日

毎週木曜日

第 2・4 木曜日

第 3 金曜日

第 2・3・4 金曜日

第 1 金曜日

午前９時30分～11時30分

午後１時30分～３時30分

午後１時30分～３時30分

午前９時30分～11時30分

午前９時30分～11時30分

午後１時30分～３時30分

午後１時30分～３時30分

午前９時30分～11時30分

午後１時30分～３時30分

午前９時30分～11時30分

午前９時～正午

午後１時30分～３時30分

午後１時30分～３時30分

第 3 月曜日

第 1 金曜日

第 2 土曜日

第 4 土曜日

第 4 土曜日

午後５時30分～７時30分

午後５時30分～７時30分

午後１時～３時

午前10時～正午

午後１時～３時

　

は
～
と
ふ
る
で
は
、
身
体
障

害
者
・
知
的
障
害
者
地
域
活
動

支
援
セ
ン
タ
ー
を
開
設
し
て
い

ま
す
。
主
な
事
業
内
容
は
次
の

と
お
り
で
す
。

▽
対
象　

市
内
に
在
住
・
在

勤
・
在
学
の
方
で
、
視
覚
障

害
・
肢
体
不
自
由
な
ど
の
た
め

通
常
の
方
法
に
よ
る
読
書
が
困

難
な
方

▽
利
用
で
き
る
サ
ー
ビ
ス　

①
資
料
の
貸
出

　

録
音
図
書
（
図
書
等
を
Ｃ
Ｄ

等
に
録
音
し
た
も
の
）、
点
字

図
書
（
点
字
を
勉
強
し
て
い
る

方
も
ご
利
用
に
な
れ
ま
す
）

◎
障
害
者
相
談
支
援
事
業

　

日
常
生
活
、
福
祉
サ
ー
ビ
ス

利
用
な
ど
の
幅
広
い
相
談
や
支

援
を
行
い
ま
す
。
特
定
相
談
支

援（
計
画
相
談
）、一
般
相
談
支

援
（
地
域
移
行
支
援
、
地
域
定

着
支
援
）
も
行
い
ま
す
。

◎
各
種
講
座
等
の
開
催

　

障
害
者
の
自
立
を
支
援
す
る

た
め
、
常
設
講
座
、
交
流
イ
ベ

ン
ト
等
を
行
い
ま
す
。

※
講
座
の
一
覧
は
左
表
の
と
お

り
で
す
。
講
座
の
詳
細
や
参
加

を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
地
域
活

【
来
館
が
困
難
な
方
へ
】

　

郵
送
・
宅
配
に
よ
る
貸
出
・

返
却
を
し
ま
す
。

・
郵
送
…
録
音
図
書
、
録
音
雑

誌
、
点
字
図
書
の
み
。
送
料
は

無
料
で
す
。

・
宅
配
…
録
音
図
書
、
点
字
図

書
、
通
常
の
図
書
、
雑
誌
、
Ｃ

Ｄ
等
。
原
則
と
し
て
毎
月
第
２

金
曜
日
の
午
後
に
お
届
け
し
ま
す
。

②
リ
ク
エ
ス
ト

　

ご
希
望
の
資
料
が
当
館
に
な

い
場
合
は
、
他
の
図
書
館
か
ら

取
り
寄
せ
、
ま
た
は
新
し
く
作

成
し
て
ご
用
意
し
ま
す
。

動
支
援
セ
ン
タ
ー
ま
で
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
費
用
は
無

料
で
す
が
、
材
料
費
等
の
実
費

が
か
か
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

※
短
期
講
座
等
の
受
講
者
は
、

そ
の
都
度
募
集
し
ま
す
。

▽
対
象　

市
内
在
住
で
身
体
障

害
者
手
帳
ま
た
は
愛
の
手
帳
を

お
持
ち
の
方（
原
則
18
歳
以
上
）、

障
害
者
・
児
の
介
護
者

▽
申
込
み
・
問
合
せ　

は
～
と

ふ
る
地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー

☎
042
︱
516
︱
３
９
８
２
、
フ
ァ

ク
ス
042
︱
516
︱
３
９
８
４
へ
。

　

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
は
～
と

ふ
る
で
は
、
認
知
症
等
で
介
護

が
必
要
な
方
、
そ
の
介
護
者
、

地
域
の
方
が
気
軽
に
集
ま
る

「
ケ
ア
ラ
ー
ズ
カ
フ
ェ
ほ
の
ぼ

の
」
を
定
期
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

カ
フ
ェ
で
は
、
介
護
の
悩
み

を
話
し
た
り
、
認
知
症
・
介
護

に
関
す
る
ミ
ニ
講
座
な
ど
を
行

っ
て
い
ま
す
。
相
談
員
や
医
師

な
ど
に
相
談
す
る
こ
と
も
で
き

　
「
そ
え
る
」
で
は
、
経
済
的

な
こ
と
、
精
神
的
な
こ
と
、
家

庭
の
こ
と
な
ど
、
様
々
な
問
題

に
対
し
て
専
門
の
支
援
員
が
相

談
を
お
受
け
し
て
い
ま
す
。

▽
対
象　

市
内
に
居
住
し
、
失

　

市
で
は
、
市
内
に
住
所
の
あ

る
結
婚
50
年
を
経
過
し
た
ご
夫

婦
（
昭
和
45
年
４
月
１
日
～
昭

和
46
年
３
月
31
日
に
婚
姻
届
を

提
出
さ
れ
た
ご
夫
婦
）
に
祝
状

を
お
贈
り
し
て
い
ま
す
。
申
込

み
は
随
時
受
付
し
て
い
ま
す
が
、

祝
状
を
贈
呈
す
る
の
は
50
年
を

経
過
し
た
日
以
降
に
な
り
ま
す
。

　

な
お
、
前
年
度
に
申
込
み
で

き
な
か
っ
た
ご
夫
婦
（
昭
和
44

　

令
和
２
年
度
の
介
護
保
険
料

に
つ
い
て
、
第
１
号
被
保
険
者

の
う
ち
市
民
税
非
課
税
世
帯
の

負
担
軽
減
を
目
的
に
、
公
費
を

投
入
し
て
保
険
料
を
次
の
と
お

り
改
定
し
ま
す
。
な
お
、
令
和

２
年
度
の
介
護
保
険
料
は
７
月

に
送
付
す
る
決
定
通
知
書
で
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

▽
問
合
せ　

高
齢
介
護
課
・
内

③
対
面
朗
読　

　

視
覚
に
障
害
の
あ
る
方
等
に

は
、
ご
希
望
の
資
料
を
音
訳
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
が
お
読
み
し
ま
す
。

ご
希
望
の
日
の
３
日
前
ま
で
に

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
時
間

は
１
回
２
時
間
ま
で
で
す
。

▽
利
用
登
録
に
必
要
な
も
の　

氏
名
、
住
所
、
生
年
月
日
の
わ

か
る
も
の
（
免
許
証
・
保
険
証
・

学
生
証
等
）、
障
害
者
手
帳（
お

持
ち
で
な
く
て
も
登
録
は
で
き

ま
す
）

▽
問
合
せ　

中
央
図
書
館
☎
042

―
564
―
２
４
５
４
ま
で
。

図
書
館
利
用
に

　障
害
の
あ
る
方
へ

ケ
ア
ラ
ー
ズ
カ
フ
ェ
を

ご
利
用
く
だ
さ
い

くらし・しごと
応援センター
「そえる」
～ひとりで悩まず、
一緒に解決策を
みつけましょう～

金
婚
祝
状
を

贈
呈
し
ま
す

市
民
税
非
課
税
世
帯
の

介
護
保
険
料
を

軽
減
し
ま
す

ま
す
。
申
込
不
要
、
出
入
自
由

で
す
。

▽
対
象　

市
内
に
お
住
ま
い
の

方▽
日
時　

５
月
28
日
㈭
午
後
１

時
30
分
～
３
時
30
分

▽
参
加
費　

200
円
（
茶
菓
代
）

※
駐
車
場
所
が
少
な
い
た
め
、

徒
歩
、
自
転
車
、
ち
ょ
こ
バ
ス

等
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

▽
問
合
せ　

は
～
と
ふ
る
地
域

活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
☎
042
︱
516

︱
３
９
８
２
へ
。

年
４
月
１
日
～
昭
和
45
年
３
月

31
日
の
間
に
婚
姻
届
を
提
出
さ

れ
た
ご
夫
婦
）
も
対
象
と
し
て

い
ま
す
。

　

該
当
す
る
方
は
高
齢
介
護
課

（
市
役
所
２
階
）
へ
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

▽
申
請
に
必
要
な
も
の　

印
鑑

（
朱
肉
を
使
用
す
る
も
の
）、戸

籍
の
全
部
事
項
証
明
書
ま
た
は

戸
籍
謄
本
（
３
か
月
以
内
に
発

行
さ
れ
た
も
の
）

▽
問
合
せ　

高
齢
介
護
課
・
内

線
１
１
７
６
ま
で
。

線
１
１
３
６
ま
で
。

業
等
に
よ
り
生
活
に
お
困
り
の

方
な
ど

▽
窓
口
開
設
日
時　

平
日
午
前

８
時
30
分
〜
午
後
５
時
15
分

▽
場
所　

市
役
所
１
階
相
談
室

（
食
堂
前
）

◎
支
援
内
容

　

相
談
を
行
い
、
本
人
に
と
っ

て
適
切
な
窓
口
へ
ご
案
内
し
ま

す
。
状
況
に
よ
り
、支
援
制
度
・

手
続
き
等
を
サ
ポ
ー
ト
し
、
自

立
に
向
け
た
支
援
を
行
い
ま
す
。

　

住
居
確
保
給
付
金
と
し
て
、

離
職
者
に
対
す
る
家
賃
補
助
を

行
っ
て
い
ま
す
。
住
居
確
保
給

付
金
の
利
用
に
は
、
一
定
の
要

件
等
が
あ
り
ま
す
。
詳
細
は
お

問
い
合
わ
せ
い
た
だ
く
か
、
市

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

▽
問
合
せ　

く
ら
し
・
し
ご
と

応
援
セ
ン
タ
ー「
そ
え
る
」・
内

線
１
０
８
１
へ
。

所得段階
介護保険料（年間）

令和2年度 【参考】
平成31年度

第１段階 1 9 , 2 0 0円

3 1 , 2 0 0円

4 3 , 2 0 0円

2 4 , 0 0 0円

3 8 , 4 0 0円

4 4 , 4 0 0円

第２段階

第３段階

備考：第４段階以上の額については変更ありません。
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①
胃
が
ん
リ
ス
ク
検
査（
前
期
）

　

市
内
在
住
で
40
歳
～
74
歳
の

方
。た
だ
し
次
の
方
は
除
く〔
過

去
に
市
の
胃
が
ん
リ
ス
ク
検
査

を
受
け
た
方
、
胃
・
十
二
指
腸

疾
患
で
治
療
中
ま
た
は
経
過
観

察
中
の
方
〕
／
実
施
期
間　

６

月
１
日
㈪
～
７
月
31
日
㈮(

医

療
機
関
の
休
診
日
は
除
く)

／

場
所　

指
定
医
療
機
関(

東
大

和
市
・
小
平
市
・
武
蔵
村
山
市)

／
200
人(

抽
選) 

／
血
液
検
査

(

ピ
ロ
リ
菌
抗
体
等)

、
問
診
／

５
月
下
旬
に
検
査
票
を
送
付
。

②
子
宮
頸け

い
が
ん
検
診
（
前
期
）

　

市
内
在
住
で
20
歳
以
上
の
女

性
。
た
だ
し
、
次
の
方
は
除
く

〔
平
成
31
年
４
月
～
令
和
２
年

３
月
に
市
ま
た
は
ク
ー
ポ
ン
券

の
子
宮
頸
が
ん
検
診
を
受
け
た

方
、
平
成
11
年
４
月
２
日
～
平

成
12
年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
方

（
令
和
２
年
度
子
宮
頸
が
ん
検

診
無
料
ク
ー
ポ
ン
券
対
象
の
た

め
対
象
外
。
７
月
下
旬
に
送
付

予
定
）、
子
宮
頸
が
ん
で
治
療

中
・
経
過
観
察
中
の
方
〕
／
実

施
期
間　

６
月
１
日
㈪
～
７
月

■
東
大
和
市
ま
ち
・
ひ
と
・
し

ご
と
創
生
総
合
戦
略（
補
正
版
）

を
策
定
し
ま
し
た

　

市
で
は
、
人
口
減
少
の
抑
制

に
向
け
、
地
方
創
生
に
関
す
る

取
組
を
引
き
続
き
行
っ
て
い
く

た
め
、
計
画
期
間
を
２
か
年
延

伸
し
、
平
成
27
年
度
か
ら
令
和

３
年
度
ま
で
の
７
か
年
と
す
る

「
東
大
和
市
ま
ち
・
ひ
と
・
し

ご
と
創
生
総
合
戦
略（
補
正
版
）」

を
策
定
し
ま
し
た
。
詳
細
は
、

市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ま
た
は
、

■
東
大
和
市
ま
ち
・
ひ
と
・
し

ご
と
創
生
会
議

　

５
月
16
日
㈯
午
前
９
時
30
分

か
ら
／
場
所　

市
役
所
会
議
棟

第
７
会
議
室
／
傍
聴
人
の
定
員

５
人
（
先
着
順
）
／
当
日
直
接

会
場
に
お
越
し
く
だ
さ
い
／
企

画
課
・
内
線
１
４
２
２
ま
で
。

■
令
和
２
年
度
予
防
接
種
費
用

助
成
制
度
～
骨
髄ず

い

移
植
手
術

等
に
よ
っ
て
免
疫
を
消
失
し
て

し
ま
っ
た
方
へ
の
再
接
種
費
用

が
対
象
に
な
り
ま
す
～

対
象
の
予
防
接
種　

令
和
２
年

４
月
１
日
以
降
に
実
施
し
た
以

下
の
任
意
予
防
接
種
：
①
骨
髄

移
植
手
術
等
の
医
療
行
為
に
よ

っ
て
過
去
に
接
種
し
た
定
期
予

防
接
種
の
効
果
が
期
待
で
き
な

い
と
医
師
が
判
断
し
た
方
、
か

つ
、
接
種
当
日
に
20
歳
未
満
の

方
の
再
接
種　

②
２
歳
～
18
歳

以
下
の
方
で
定
期
接
種
の
対
象

期
間
に
接
種
で
き
な
か
っ
た
麻

し
ん
風
し
ん
混
合
（
Ｍ
Ｒ
）
予

防
接
種
／
申
請
期
限　

接
種
当

日
を
含
む
90
日
以
内
。
接
種
日

が
令
和
３
年
１
月
以
降
の
場
合

は
令
和
３
年
３
月
31
日
㈬
ま
で

／
必
ず
接
種
前
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。
助
成
額
や
申
請
方
法
等

を
説
明
し
ま
す
／
市
立
保
健
セ

ン
タ
ー
☎
042
―
565
―
５
２
１
１

ま
で
。

■
初
め
て
の
離
乳
食
講
習
会

（
４
～
６
か
月
）

　

生
後
４
～
６
か
月
の
乳
児
の

保
護
者
／
５
月
13
日
㈬
午
後
１

時
30
分
～
３
時
／
場
所　

市
立

保
健
セ
ン
タ
ー
／
20
人（
申
込

順
。
電
子
申
請
で
も
受
付
）／

離
乳
食
の
進
め
方
・
作
り
方
の

話
、
試
食（
保
護
者
の
み
）／
母

子
健
康
手
帳
、筆
記
用
具
、
お

ん
ぶ
ひ
も
ま
た
は
だ
っ
こ
ひ
も

■
生
活
習
慣
病
予
防
教
室
「
血

管
年
齢
若
返
り
、
あ
な
た
の
血

管
年
齢
は
何
歳
？
」

　

血
圧
や
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
が

ち
ょ
っ
と
気
に
な
る
方
。
血
管

年
齢
測
定
、
体
成
分
分
析
装
置

Ｉ
Ｎ
Ｂ
Ｏ
Ｄ
Ｙ
で
自
分
の
体
を

知
り
ま
し
ょ
う
。
第
２
・
３
回

で
は
、
望
ま
し
い
生
活
習
慣
の

ヒ
ン
ト
が
学
べ
ま
す
（
第
２
・

３
回
は
保
育
付
）。

　

概
ね
64
歳
ま
で
の
方
／
日

時
・
内
容
・
講
師
・
保
育
等　

左

表
の
と
お
り
／
場
所　

市
立
保

健
セ
ン
タ
ー
／
各
回
20
人
程
度

（
申
込
順
）

■
男
性
の
料
理
教
室
「
自
分
の

昼
ご
は
ん
を
作
ろ
う
」

　

バ
ラ
ン
ス
よ
い
簡
単
メ
ニ
ュ

ー
の
昼
ご
は
ん
を
自
分
の
た
め

に
作
っ
て
み
ま
せ
ん
か
／
市
内

在
住
の
概
ね
64
歳
ま
で
の
男
性

（
初
心
者
歓
迎
）
／
５
月
20
日

㈬
午
前
９
時
30
分
～
午
後
０
時

30
分
／
場
所　

市
立
保
健
セ
ン

タ
ー
／
20
人
（
申
込
順
）
／
エ

プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、
筆
記
用
具

■
ご
活
用
く
だ
さ
い
～
健
康
ウ

ォ
ー
キ
ン
グ
マ
ッ
プ

　

健
康
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
マ
ッ
プ

で
は
、
東
大
和
市
の
魅
力
が
満

載
の
11
の
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
コ
ー

ス
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。
ウ
ォ

ー
キ
ン
グ
を
す
る
の
に
最
適
な

こ
の
季
節
に
、
マ
ッ
プ
を
持
っ

て
市
内
を
め
ぐ
り
、
継
続
的
な

運
動
の
習
慣
を
楽
し
く
定
着
さ

せ
て
み
ま
せ
ん
か
。
理
想
的
な

フ
ォ
ー
ム
な
ど
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

の
ポ
イ
ン
ト
に
つ
い
て
も
掲
載

し
て
い
ま
す
／
配
布
先　

市
立

保
健
セ
ン
タ
ー
／
市
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
も
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

▪
以
上
の
申
込
み
・
問
合
せ
は
、

市
立
保
健
セ
ン
タ
ー
☎
042
―
565

―
５
２
１
１
ま
で
。

市
政
情
報
コ
ー
ナ
ー
（
市
役
所

３
階
）
で
閲
覧
で
き
ま
す
／
企

画
課
・
内
線
１
４
２
２
ま
で
。

■
東
大
和
警
察
署

◎
交
通
安
全
は
家
庭
か
ら
～
保

護
者
の
皆
さ
ん
へ
～

　

小
学
生
は
入
学
や
進
級
直
後

の
４
月
に
比
べ
、
学
校
生
活
に

慣
れ
始
め
た
５
月
に
交
通
事
故

の
発
生
件
数
が
増
え
る
傾
向
に

あ
り
ま
す
。

　

子
ど
も
の
交
通
事
故
は
、
自

転
車
乗
用
中
が
約
60
％
、
歩
行

中
が
約
40
％
を
占
め
、
学
校
か

ら
の
帰
り
道
や
夕
方
の
時
間
帯

に
多
く
発
生
し
て
い
ま
す
。

　

子
ど
も
は
大
人
の
ま
ね
を
し

ま
す
。
無
理
な
横
断
は
し
な
い
、

青
信
号
で
あ
っ
て
も
、
右
左
の

安
全
確
認
を
し
て
車
が
止
ま
っ

て
か
ら
横
断
す
る
な
ど
、
保
護

者
の
皆
さ
ん
が
子
ど
も
た
ち
の

お
手
本
と
な
る
行
動
を
と
る
こ

と
が
、
子
ど
も
を
交
通
事
故
か

ら
守
る
こ
と
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　

ま
た
、
ご
家
庭
内
で
交
通
安

全
に
つ
い
て
話
し
合
い
ま
し
ょ

う
。「
何
に
注
意
し
、
ど
の
よ
う

に
行
動
し
た
ら
い
い
の
か
」
等
、

具
体
的
に
指
導
し
ま
し
ょ
う
。

機
会
あ
る
ご
と
に
話
し
か
け
、

子
ど
も
へ
の
意
識
づ
け
を
お
願

い
し
ま
す
／
東
大
和
警
察
署
☎

042
︱
566
―
０
１
１
０
へ
。

31
日
㈮(

医
療
機
関
の
休
診
日

は
除
く)

／
場
所　

阿
部
産
婦
人

科
、
川
田
医
院
、
東
大
和
病
院

附
属
セ
ン
ト
ラ
ル
ク
リ
ニ
ッ
ク
、

レ
デ
ィ
ー
ス
ク
リ
ニ
ッ
ク
マ
リ

ア
ヴ
ィ
ラ
／
775
人(

抽
選)

／
問

診
、
子
宮
頸
部
の
細
胞
採
取
と

検
査
／
５
月
下
旬
に
受
診
可
能

な
方
へ
検
診
票
を
送
付
予
定
。

③
肺
が
ん
検
診
〔
前
期
〕（
大
腸

が
ん
検
診
と
の
セ
ッ
ト
検
診
が

可
能
）

　

市
内
在
住
で
40
歳
以
上
の
方

（
呼
吸
器
疾
患
で
治
療
中
ま
た

は
経
過
観
察
中
の
方
は
除
く
）

／
６
月
下
旬
頃
に
受
診
可
能
な

方
へ
検
診
票
を
順
次
送
付
予
定
。

▽
大
腸
が
ん
検
診
と
の
セ
ッ
ト

検
診
を
希
望
す
る
場
合　

同
時

に
実
施
す
る
大
腸
が
ん
検
診
は
、

肺
が
ん
検
診
の
検
査
日
に
検
体

を
提
出
（
女
性
の
方
は
、
月
経

期
間
の
検
査
は
控
え
て
く
だ
さ

い
）／
問
診
、
便
潜
血
検
査（
２

日
分
の
採
便
）

【
共
通
事
項
】

実
施
日
時　

７
月
13
日
㈪
・
15

日
㈬
・
16
日
㈭
・
18
日
㈯
午
前

及
び
午
後
／
場
所　

市
立
保
健

セ
ン
タ
ー
（
検
診
車
）
／
800
人

(

抽
選)

／
質
問
、
胸
部
レ
ン
ト

ゲ
ン
直
接
撮
影
等

※
大
腸
が
ん
検
診
の
み
を
希
望

す
る
方
は
、
６
月
の
募
集
時
に

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

④
前
立
腺
が
ん
検
診
（
特
定
健

診
と
の
同
時
実
施
）

　

市
内
在
住
の
50
歳
以
上
で
、

特
定
健
診
を
受
診
す
る
男
性
の

う
ち
、
次
の
い
ず
れ
か
の
条
件

に
該
当
す
る
方(

た
だ
し
、前
立

腺
が
ん
で
治
療
中
、
ま
た
は
経

過
観
察
中
の
方
は
除
く)

⑴
社

会
保
険
に
加
入
し
、
指
定
医
療

機
関
で
特
定
健
診
を
受
診
す
る

方(

集
合
Ｂ
契
約)

⑵
国
民
健
康

保
険
に
加
入
し
て
い
る
方
⑶
後

期
高
齢
者
医
療
保
険
に
加
入
し

て
い
る
方
⑷
生
活
保
護
を
受
け

て
い
る
方(

⑴
～
⑷
に
該
当
の

な
い
方
は
７
月
の
募
集
時
に
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い)

／
実
施

期
間　

特
定
健
診
受
診
券
有
効

期
間
内(

特
定
健
診
の
種
類
で

期
限
が
異
な
り
ま
す
。
医
療
機

関
の
休
診
日
は
除
く)

／
場
所

指
定
医
療
機
関(

東
大
和
市
・
小

平
市
・
武
蔵
村
山
市)

／
200
人

（
抽
選
）／
問
診
、
血
液(

Ｐ
Ｓ

Ａ)

検
査
／
５
月
下
旬
に
受
診

可
能
な
方
へ
検
診
票
を
送
付
予
定
。

⑤
成
人
健
康
診
査
（
若
年
層
）

　

市
内
在
住
の
20
歳
～
39
歳
で

健
診
を
受
け
る
機
会
の
な
い
方

 
 
情報マップ

日　時 内容・講師 持ち物

5月11日㈪
午後1時30分～3時30分

（30分ごとに予約受付）

血管年齢測定・血圧測定  
体成分分析装置INBODY測定
結果説明（保健師）

健康手帳（お持ち
の方）
素足で測定

5月21日㈭
午後1時30分～3時30分
保育：6人（1歳～3歳）

運動の実技と講話
　　　      （運動指導士）
歯科の講話（歯科衛生士）

筆記用具、健康手
帳（お持ちの方）、
動きやすい服装、
飲み物

5月28日㈭
午後1時30分～3時30分
保育：6人（1歳～3歳）

医師の講話（林 秀和氏）
栄養講話と試食（栄養士）

筆記用具、健康手
帳（お持ちの方）

（
治
療
中
の
方
、
職
場
で
の
健

診
を
受
け
て
い
る
方
は
除
く
）

／
６
月
１
日
㈪
～
30
日
㈫(

医

療
機
関
の
休
診
日
は
除
く)

／

場
所　

指
定
医
療
機
関(

東
大

和
市
・
小
平
市
・
武
蔵
村
山
市)

／
240
人
（
抽
選
）／
身
長･

体
重

測
定
、
尿
検
査
、
血
圧
測
定
、

血
液
検
査
等
／
５
月
下
旬
に
受

診
可
能
な
方
へ
健
診
票
を
送
付

予
定
。

【
検
診（
健
診
）の
申
込
方
法
】

・
は
が
き
：
次
の
と
お
り
記
入

し
、５
月
８
日
㈮（
消
印
有
効
）

ま
で
に
郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。

※
は
が
き
１
枚
で
、
１
人
１
検

診
（
健
診
）
の
申
込
み
で
す
。

・
電
子
申
請
：
５
月
８
日
㈮
ま

で
に
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

・
窓
口
：
５
月
８
日
㈮
午
後
５

時
ま
で
に
、
市
立
保
健
セ
ン
タ

ー
へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※
検
査
の
性
質
上
受
診
で
き
な

い
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
案
内

文
を
必
ず
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

※
検
診
に
関
す
る
問
合
せ
は
、

５
月
８
日
㈮
午
後
５
時
ま
で
に

お
願
い
し
ま
す
。
受
付
期
間
終

了
後
に
お
問
い
合
わ
せ
い
た
だ

い
て
も
お
申
し
込
み
で
き
ま
せ
ん
。

※
申
込
多
数
の
場
合
は
初
め
て

の
方
を
優
先
し
、
抽
選
と
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

※
不
備
の
あ
る
も
の
は
、
受
付

で
き
ま
せ
ん
。

▪
以
上
の
問
合
せ
は
、
市
立
保

健
セ
ン
タ
ー
☎
042
―
565
―
５
２

１
１
ま
で
。

2 0 7 ー 0 0 1 5

東
大
和
市
立
保
健
セ
ン
タ
ー
行

東
大
和
市
中
央 

３― 

    ― 

１

918

※

○
○
○
○
申
込
み

〔
希
望
す
る
検
診（
健
診
）名
を
記
入
〕

63円分
 の切手

子宮頸がん検診用 表（共通）

１．氏名（ふりがな）
２．申込者の住所
３．  生年月日・年齢
４．医療機関名

　第１希望  ○○医療機関名
　第２希望  ○○医療機関名
　第３希望  ○○医療機関名

１．氏名（ふりがな）
２．申込者の住所
３．  生年月日・年齢・性別
４．電話番号
５．検診日時

　※必ず第３希望までの医療機関
　　  名を記入してください。

（はがきウラ）（はがきウラ）（はがきウラ）

肺がん検診用

※大腸がん検診同時実施の有無も記入
　してください。

その他の検診（健診）用

１．氏名（ふりがな）

２．申込者の住所

３．  生年月日・年齢・性別

　第１希望  ○月○日（○曜日）午前または午後
　第２希望  ○月○日（○曜日）午前または午後
　第３希望  ○月○日（○曜日）午前または午後
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■
北
多
摩
西
部
消
防
署

◎
新
年
度
ス
タ
ー
ト
！
～
自
衛

消
防
訓
練
で
防
災
力
ア
ッ
プ
！

～
　

４
月
は
、
社
会
人
と
し
て
ス

タ
ー
ト
す
る
方
、
人
事
異
動
で

新
任
地
に
就
く
方
、
第
二
の
職

場
で
再
ス
タ
ー
ト
す
る
方
な
ど
、

事
業
所
の
人
事
配
置
が
大
き
く

変
わ
り
ま
す
。
事
業
所
の
安

全
・
安
心
を
守
る
た
め
に
、
職

場
で
働
く
新
た
な
メ
ン
バ
ー
で

今
一
度
、
自
衛
消
防
訓
練
を
通

じ
て
事
業
所
防
災
力
を
高
め
ま

し
ょ
う
。

　

な
お
、
自
衛
消
防
訓
練
の
実

施
前
に
は
、
消
防
署
へ
「
自
衛

・
４
月
29
日
㈬
／
さ
か
え
歯
科

ク
リ
ニ
ッ
ク
（
南
街
５
―
７
―

８
栄
ビ
ル
101
）☎ 

042
―
567
―
３

９
５
０

受
付
時
間　

午
前
９
時
30
分
～

午
後
４
時
／
持
ち
物　

保
険
証

（
乳
幼
児
医
療
証
等
を
お
持
ち

の
方
は
併
せ
て
ご
持
参
く
だ
さ

い
）
／
受
診
前
に
必
ず
実
施
歯

科
医
療
機
関
に
電
話
で
確
認
を

週
月
～
土
曜
日(

雨
天
休
み)

午

前
９
時
～
９
時
30
分
／
■場
高
木

公
園
／
ス
ト
レ
ッ
チ
、
練
功
十

八
法
、
中
国
ラ
ジ
オ
体
操
／
■入

千
円
／
■年
二
千
円
／
■問
片
田
080

―
２
０
１
３
―
８
５
１
９

■
自
彊
術
会
員
募
集(

な
で
し

こ)

／
成
人
／
毎
週
火
曜
日
午

前
10
時
～
11
時
30
分
／
■場
清
原

市
民
セ
ン
タ
ー
／
健
康
体
操
／

■月
千
五
百
円
／
■問
小
山
042
―
565

―
１
５
８
３

日
午
前
９
時
30
分
～
正
午
／
■場

中
央
公
民
館
／
12
人（
申
込
順
）

／
気
く
ば
り
、
思
い
や
り
、
お

も
て
な
し
を
学
ぶ
／
■費
900
円
／

■持
白
い
ソ
ッ
ク
ス
／
■問
伊
藤
042

―
566
―
０
２
７
５
（
フ
ァ
ク
ス

兼
用
）

■
文
化
庁
伝
統
文
化
親
子
教
室

事
業(

い
け
ば
な
グ
ル
ー
プ「
マ

ト
リ
カ
リ
ア
」)

／
小
学
２
年
生

～
中
学
生
、
保
護
者
も
可
／
６

月
～
令
和
３
年
１
月
の
土
曜
日

午
前
10
時
～
正
午
／
■場
中
央
公

民
館
／
23
人(

申
込
順)

／
四

季
・
行
事
の
お
花
を
楽
し
く
い

け
ま
し
ょ
う
／
■講
吉
田
知
照
／

■費
花
代
実
費
／
■持
筆
記
用
具
／

■申
４
月
30
日
ま
で
に
吉
田
042
―

564
―
１
３
０
０
へ　

■
第
91
回
春
季
市
民
ソ
フ
ト
テ

ニ
ス
大
会
〔
団
体
戦
〕(

ソ
フ
ト

テ
ニ
ス
連
盟)

／
市
内
在
住
・
在

勤
・
在
学
・
在
ク
ラ
ブ
で
中
学

生
以
上
の
方
／
５
月
10
日
㈰
午

前
８
時
30
分
～
午
後
６
時(

予

備
日
５
月
31
日
㈰)

／
■場
東
大

和
市
ロ
ン
ド
テ
ニ
ス
ス
ク
エ
ア

／
90
人(

申
込
順)

／
１
チ
ー
ム

６
人(

３
ペ
ア)

の
ク
ラ
ス
分
け

団
体
戦
／
■費
１
チ
ー
ム
三
千
円

／
■申
４
月
30
日
ま
で
に
貴
島
090

―
１
４
３
０
―
１
９
２
２
へ

■
会
員
募
集(

中
国
健
康
法
普

及
協
会)
／
ど
な
た
で
も
／
毎

■
第
13
回
写
真
コ
ン
ク
ー
ル
作

品
募
集
中

　

多
摩
都
市
モ
ノ
レ
ー
ル
㈱
主

催
、モ
ノ
レ
ー
ル
沿
線
５
市(

東

大
和
市
・
立
川
市
・
日
野
市
・

八
王
子
市
・
多
摩
市)

後
援
で
、

第
13
回
多
摩
モ
ノ
レ
ー
ル
写
真

コ
ン
ク
ー
ル
を
開
催
中
。
詳
細

は
各
駅
設
置
の
ポ
ス
タ
ー
・
チ

ラ
シ
、
多
摩
モ
ノ
レ
ー
ル
の
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
参
照
／
応
募
締
切

５
月
31
日
㈰（
当
日
消
印
有
効
）

／
表
彰　

最
優
秀
賞
１
人
：
５

万
円
他
／
応
募
先　

多
摩
都
市

モ
ノ
レ
ー
ル
㈱
総
務
部
地
域
連

携
グ
ル
ー
プ
「
第
13
回
多
摩
モ

ノ
レ
ー
ル
写
真
コ
ン
ク
ー
ル
」

係
（
〒
190- 

0015
立
川
市
泉
町
１
０

７
８
―
92
）
／
■問
同
係
042
―
526

―
７
８
０
０

■
文
化
庁
伝
統
文
化
親
子
教
室

事
業
「
茶
道
こ
ど
も
教
室
」
／

小
・
中
学
生
、
保
護
者
も
可
／

５
月
～
12
月
の
月
３
回
の
日
曜

　

仕
事
な
ど
で
平
日
に
納
税

相
談
及
び
納
付
す
る
こ
と
が
で

き
な
い
方
の
た
め
に
、
土
曜
開

庁
に
伴
う
収
納
窓
口
を
次
の
と

お
り
開
設
し
ま
す
。

▽
土
曜
収
納
窓
口　

毎
週
土
曜

日
午
前
８
時
30
分
～
正
午

※
祝
日
は
除
く
。

※
土
曜
収
納
窓
口
で
の
納
税
相

談
は
、
円
滑
に
相
談
が
で
き
る

よ
う
に
事
前
予
約
制
と
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。
金
曜
日
の
午

後
５
時
ま
で
に
納
税
課
へ
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。
相
談
時
間
が
重

な
る
場
合
は
申
込
順
と
し
ま
す
。

【
市
税
・
国
民
健
康
保
険
税
の

納
付
方
法
に
は
簡
単
便
利
な
口

座
振
替
も
あ
り
ま
す
】

　

納
税
課
（
市
役
所
１
階
）
で

は
、
キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
を
専

用
端
末
に
通
し
て
暗
証
番
号
を

入
力
す
る
こ
と
で
、
口
座
振
替

の
申
込
み
が
で
き
る
ペ
イ
ジ
ー

口
座
振
替
受
付
サ
ー
ビ
ス
を
行

っ
て
い
ま
す
（
金
融
機
関
の
届

出
印
は
不
要
で
す
）。

▽
問
合
せ　

納
税
課
・
内
線

１
０
９
１
ま
で
。

納期限　4月 30 日（木）
・国民健康保険税　　　　過年度分第１期
・介護保険料　　　　　　過年度分第１期
　　　問合せは、高齢介護課・内線 1136 まで
　・後期高齢者医療保険料　過年度分第１期
　　　問合せは、保険年金課・内線 1026 まで

《今月の納期》

◎
図
書
館
の
新
着
資
料
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

ほ
ん
・
本
・
B
O
O
K

　

電
話
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
予
約
が
で
き
ま
す
（
デ
イ
ジ
ー

　

図
書
の
利
用
は
障
害
者
登
録
を
し
て
い
る
方
に
限
り
ま
す
）。

▽
問
合
せ　

中
央
図
書
館
☎
042
―
564
―
２
４
５
４
ま
で
。

〈
一
般
書
〉

・
歴
史
と
は
靴
で
あ
る

磯
田　

道
史 

著

・
サ
ピ
エ
ン
ス
日
本
上
陸

 

海
部　

陽
介 

著

・
日
本
語
の
連
続
／
不
連
続

 

今
野　

真
二 

著

・
ハ
リ
ウ
ッ
ド
・
ブ
ッ
ク
・

ク
ラ
ブ

レ
イ
，
ス
テ
ィ
ー
ヴ
ン 

著

健康ひとくちメモ

健康は、お口から

　健やかな人生を送るために、おいしく
楽しく食事をとることは欠かせません。
　そのために大切な役割を果たしてくれ
ているのが、私たちのお口と歯です。歯
周病は、細菌による感染症です。歯周病
の原因となるプラーク（歯垢）中の細菌
（歯周病菌）がハグキに炎症を起こして、
徐々に歯の周りの組織を破壊して歯の喪
失を招いているのです。歯周病を他人事
と思っていませんか？実は35歳以上の
およそ80％、つまり５人のうちなんと
４人もの方が歯周病にかかっていること
になります。歯周プラーク (歯垢) とは
複数の細菌がいくつも集まって増殖した
状態のことを指します。歯の表面につく
白っぽいもの、お口で感じるネバネバな
どのことで、つまり菌のかたまりなので
す。歯周プラーク（歯垢）が固まると歯
の表面で石灰化、つまり歯石となって張
り付いてしまい、ほっておくと、もはや
歯みがきだけでは取り除けなくなります。
そうならないうちに、歯周病の原因とな
る、歯周プラーク（歯垢）をしっかりと
除去することが大切です。お口と歯が支
えてくれている様々な「生活の質」を生
涯保つためには、毎日のお口のケアが大
切です。また自分のお口と歯の状況を良
く知るには、かかりつけ医を持ち定期的
に歯科健診をしてもらうことが大切です。
かかりつけ歯科医によるプロケアとセル
フケアを相互に行うことで、より効果的
に歯周病をケアすることが出来ます。お
口の健康維持を始めましょう。市では、
かかりつけ歯科医を持たず定期的な歯科
健診や口腔ケアを受けていない市民を対
象に成人歯科健診を行っていますのでぜ
ひ、ご利用下さい。詳しくは市のホーム
ページ、健康づくりカレンダーなどをご
覧ください。

　健康に関する相談・問合せは、市立保健
　センター☎042-565-5211まで。

平日及び土曜日に電話による納税の案内を行っています。番号042-566-8551及び042-563-9886から着信があった場合には折り返し電話いただく
ようお願いします。市税・国民健康保険税はインターネットを利用してクレジットカードで24時間納付できます／問合せ　納税課・内線1091まで

〈
児
童
書
〉

・
ね
こ
な
ん
て
い
な
き
ゃ
よ
か
っ
た

　
　

  

村
上　

し
い
こ 

作

・
星
を
楽
し
む
星
座
の
見
つ

け
か
た

大
野　

裕
明
・
榎
本　

司
共
著

〈
デ
イ
ジ
ー
図
書
〉

・
異
な
り
記
念
日

　

齋
藤　

陽
道 

著

消
防
訓
練
通
知
書
」
を
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。
フ
ァ
ク
ス（
042
―

564
―
０
１
１
９
）
で
も
可
能
で

す
／
北
多
摩
西
部
消
防
署
☎
042

―
565
―
０
１
１
９
へ
。

■
社
会
福
祉
協
議
会

◎
車
い
す
で
「
ま
ち
歩
き
」
参

加
者
募
集

　

車
い
す
に
乗
っ
て
街
へ
出
か

け
る
体
験
を
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

車
い
す
ユ
ー
ザ
ー
の
方
に
も
一

緒
に
歩
い
て
い
た
だ
き
、
街
の

状
況
や
車
い
す
で
の
生
活
を
よ

り
深
く
知
っ
て
い
た
だ
く
機
会

と
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
ど
な

た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

　

５
月
25
日
㈪
午
後
１
時
～
４

時
（
小
雨
決
行
）
／
行
程　

社

会
福
祉
協
議
会
→
（
徒
歩
）
上

北
台
駅
→
（
モ
ノ
レ
ー
ル
）
玉

川
上
水
駅
→
（
電
車
）
東
大
和

市
駅
→
（
バ
ス
）
社
会
福
祉
協

議
会
／
10
人
／
532
円
（
I
C
カ

ー
ド
使
用
時
の
交
通
費
）／
買

い
物
体
験
有
／
申
込
み　

５
月

18
日
㈪
ま
で
に
社
会
福
祉
協
議

会
☎
042
―
564
―
０
０
１
２
、
フ

ァ
ク
ス
042
―
564
―
３
６
８
０
へ
。

※
凡
例　

■場
場
所
、■講
講
師
、■費
費
用
（
記

載
な
し
は
無
料
）、
■入
入
会
金
、
■月
月
会 

費
、
■年
年
会
費
、
■持
持
ち
物
、
■問
問
合
せ
、

■申
申
込
み

※
市
の
主
催
事
業
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
申

込
み
や
問
合
せ
は
、
記
事
の
主
催
者
へ
お

願
い
し
ま
す
。

4

お
願
い
し
ま
す
／
市
内
の
歯
科

医
療
機
関
に
よ
る
輪
番
制
の
た

め
毎
回
場
所
が
異
な
り
ま
す
／

市
立
保
健
セ
ン
タ
ー
☎
042
―
565

―
５
２
１
１
ま
で
。

さかえ歯科
クリニック

交番

ハミン
グ

ホール

保育園

青
梅
街
道
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師範の教え
　今から20年ほど前に、私は大学女子駅伝チ
ームの監督を依頼されました。駅伝の選手だっ
た私が現役を引退して２年が過ぎ、スポーツ関
係の会社を設立した頃だったので、仕事の合間
で出来るものかと思い、その頃に知り合った合
気道の師範に相談しました。
　師範の自宅で話を伺っていたのですが、トイ
レをお借りしたくなり「トイレはどちらですか」
とたずねると「トイレはないが便所ならある」
と少し不可解なことを言われました。更に「で
は、便所とは何だ？」と尋ねられ、答えようと
すると、師範は「行けば解る」と一言。行って
みるとトイレのドアに大きな字で「便所」と書
いてありましたが、良く見ると、「便」と「所」
の間に「リ」と書いてあります。つまり、「便所」
ではなく「便リ所」なのです。不思議に思って
いると師範は「赤ん坊の健康状態は便の状態を
見ればわかる。つまり、便所とは自分の健康状
態を教えてくれる『お便り所』だ」と教えてく
れました。
　雑学のような小さな事柄でも、それを知って
いるか知らないかで対応は変わります。知って
いれば答えることができるけど、知らなければ
答えられません。
　師範は私に「あなたは生徒に知らないことを
知らない、と言えますか？」と聞きました。ど
ういうことか尋ねると「最近の指導者は子ども
たちから質問されたことが解らないと『自分で
考えなさい』と言い、知らない、解らないとは
言わない指導者が多い」と言いました。指導者
として大切なこととは、小さな事でもまず自分
が疑問に感じること、その疑問を解決すること、
そしてそれを解りやすく生徒に伝えることであ
り、生徒と向き合うためには、まず自分が正直
であること、知らないと答えたことを調べて後
日生徒に伝えることを徹底することが大切だ、
ということを師範は教えてくれたのです。
　小さな事でもしっかりと知っておくと生徒と
向き合う時に、「教える」ではなく「伝える」こ
とが出来る、という師範の教えのおかげで、私
が駅伝監督として指導したチームは好成績をあ
げることができました。今でもこの師範の教え
は私の大切な言葉として心に残っています。

（市民記者　大隈広貴）

市
レポート

記民 者

■
国
民
年
金
保
険
料
前
納
割
引

制
度
（
現
金
払
い
）
に
つ
い
て

　

国
民
年
金
保
険
料
は
一
定
期

間
の
保
険
料
を
ま
と
め
て
納
め

る
こ
と
で
、
割
引
と
な
る
「
前

納
制
度
」
が
あ
り
ま
す
。

◎
令
和
２
年
度
の
保
険
料

・
２
年
分
を
現
金
で
前
納
す
る

と
、
毎
月
納
め
る
場
合
よ
り
、

１
万
４
５
９
０
円
の
割
引

・
１
年
分
を
現
金
で
前
納
す
る

と
、
毎
月
納
め
る
場
合
よ
り
、

３
５
２
０
円
の
割
引

・
６
か
月
分
を
現
金
で
前
納
す

る
と
、
毎
月
納
め
る
場
合
よ
り
、

810
円
の
割
引

　

１
年
分
・
６
か
月
分
前
納
用

の
納
付
書
は
、
４
月
上
旬
に
発

送
さ
れ
ま
す
。
２
年
分
は
、
申

し
出
が
あ
っ
た
方
の
み
、
発
送

さ
れ
ま
す
。
２
年
分
・
１
年
分
・

６
か
月
分（
４
月
分
～
９
月
分
）

前
納
の
お
支
払
い
期
限
は
４
月

30
日
㈭
で
す
。
現
金
払
い
で
の

前
納
は
、
２
年
分
、
１
年
分
や

６
か
月
分
だ
け
で
は
な
く
、
任

意
の
月
分
か
ら
翌
年
度
末
ま
で

の
分
を
前
納
す
る
こ
と
も
可
能

で
す
。
こ
の
場
合
、
別
に
納
付

書
が
必
要
と
な
り
ま
す
の
で
、

立
川
年
金
事
務
所
ま
で
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
退
職
（
失
業
）
に
よ
る
特
例

免
除
制
度
に
つ
い
て

　

厚
生
年
金
に
加
入
し
て
い
た

方
が
退
職（
失
業
）す
る
と
、
市

役
所
で
国
民
年
金
の
加
入
手
続

き
を
行
い
、
月
額
１
万
６
５
４

０
円（
令
和
２
年
度
の
金
額
）の

保
険
料
を
納
め
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。
た
だ
し
、
保
険
料
を
納

め
る
こ
と
が
経
済
的
に
困
難
な

方
に
は
、
申
請
に
よ
っ
て
保
険

料
の
納
付
を
免
除
さ
れ
る
制
度

が
あ
り
ま
す
。

　

特
例
免
除
制
度
は
、
失
業
日

（
退
職
日
の
翌
日
）を
含
む
月
の

前
月
分
か
ら
翌
々
年
６
月
分
ま

で
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

通
常
、
保
険
料
が
免
除
さ
れ
る

た
め
に
は
、
申
請
者
本
人
・
配

偶
者
・
世
帯
主
の
方
の
所
得
が

定
め
ら
れ
た
基
準
に
該
当
す
る

必
要
が
あ
り
ま
す
が
、
特
例
免

除
で
は
、
審
査
の
対
象
と
な
る

離
職
者
本
人
の
所
得
を
除
外
し

て
審
査
を
行
い
ま
す
。
特
例
免

除
を
申
請
さ
れ
る
場
合
は
、
雇

用
保
険
受
給
資
格
者
証
や
雇
用

保
険
被
保
険
者
離
職
票
等
の
公

的
機
関
の
証
明
書
の
写
し
を
添

付
し
て
、保
険
年
金
課（
市
役
所

１
階
）へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
学
生
の
方
で
国
民
年

金
保
険
料
を
納
付
す
る
こ
と
が

困
難
な
場
合
は
、
学
生
納
付
特

例
制
度
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

被
保
険
者
本
人
が
自
著
で
き
な

い
場
合
に
は
印
鑑
（
自
動
印
は

除
く
）
が
必
要
で
す
。

■
産
前
産
後
期
間
の
国
民
年
金

保
険
料
が
免
除
と
な
り
ま
す

　

出
産
予
定
日
ま
た
は
出
産
日

が
属
す
る
月
の
前
月
か
ら
４
か

月
間
の
国
民
年
金
保
険
料
が
免

除
さ
れ
ま
す
。
な
お
、
多
胎
妊

娠
の
場
合
は
、
出
産
予
定
日
ま

た
は
出
産
日
が
属
す
る
月
の
３

か
月
前
か
ら
６
か
月
間
の
国
民

年
金
保
険
料
が
免
除
さ
れ
ま
す
。

※
出
産
と
は
、妊
娠
85
日（
４
か

月
）以
上
の
出
産
を
い
い
ま
す
。

▽
対
象
者　

国
民
年
金
第
１
号

被
保
険
者
で
出
産
日
が
平
成
31

年
２
月
１
日
以
降
の
方

▪
以
上
の
問
合
せ
は
、
立
川
年

金
事
務
所
☎
042
─
523
─
０
３
５

２
ま
た
は
東
大
和
市
役
所
保
険

年
金
課
・
内
線
１
０
２
６
ま
で
。

国
民
年
金

だ
よ
り

ゴールデンウィーク期間、小学生は
ちょこバスに現金50円で乗車できます

▶問合せ 都市計画課・内線1256まで。 

4月29日（祝日）～5月6日（振替休日）、
小学生は通常運賃90円のところ、50円（現
金のみ）でちょこバスに乗ることができま
す。

窓口販売：午前9時～午後8時30分
電話予約：午前9時～午後5時 ☎042-590-4414

毎週月曜日休館・祝日の場合は翌日休館
問 合 せ：午前9時～午後8時30分　☎042-590-4411

　平素より東大和市民会館ハミングホールをご利用いただき、誠にありがとうございます。
　この度、新型コロナウイルス感染症の感染拡大を防止するため、５月10日㈰まで休館と
させていただきます。
　期間中の窓口業務については、通常通り（午前9時～午後8時30分）行っています。
  ※４月20日㈪・27日㈪、５月７日㈭・11日㈪は、窓口業務もお休みさせていただきます。
　また、これに伴い、下記の公演を延期とさせていただきます。延期日程は決定次第、ハミ
　ングホールのホームページに掲載し、チケットご購入の方には個別にご連絡します。
＊４月29日（祝日）　東京ゲゲゲイ歌劇団 vol.Ⅳ 《キテレツメンタルワールド》プレビュー公演
＊５月９日㈯　ゆったり日和のラブソング
＊５月31日㈰　小椋佳「歌紡ぎの会」

今後につきましては、状況が変わり次第、随時、ハミングホールの
ホームページに掲載します。

　ロビーコンサート　　
ロビーコンサート vol.230

「ユーフォニアムとちょっとおしゃれなジャズライブ」
4月22日㈬に開催を予定していましたが、中止と
させていただきます。

　5月の施設利用申込　　　　
大・小ホールは令和3年5月分、その他の施設は
令和2年11月分です。なお、市民を対象とした調整
会議は、5月1日(金)午後1時30分から行います。

重要なお知らせ

市役所☎042−563−2111（代） 12東やまと市報再生紙を使用しています

※広告に関する問合せは…総合広告代理店　フレックス株式会社
　　　　　　　　　　　　　☎　042-528-3722へ

広告

令和 2 ・ 4 ・ 1 5


